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ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140－8－28067
40号以前の論集については，一部在庫がございます．院生・学生４割引，正会員２割引で販売しております．ご希望の方

は学会事務局までお問い合わせ下さい．No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 40 号　中央構造線のネオテクトニクス―その意義と問題点―．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒340円
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒340円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒340円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒340円
第 45 号　シーケンス層序学―新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，249pp., 1995年８月刊，会員頒価2,500円，〒340

円（売り切れました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒290円
第 47 号　日高地殻―マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒340円
第 48 号　Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan―　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒340円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒340円
第 50 号　構造地質　特別号―21世紀の構造地質学にむけて―．狩野謙一ほか編， 263pp.，1998年７月刊，会員頒価2,500円，

〒340円
第 51 号　地震と地盤災害―1995年兵庫県南部地震の教訓―．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 52 号　オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 53 号　本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900

円，〒450円．
第 54 号　タフォノミーと堆積過程―化石層からの情報解読―小笠原憲四郎ほか編，197pp.，1999年12月刊，会員頒価2,900

円，〒340円．
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，221pp.，2000年１月刊，会員頒価2,800円，〒340円．

（売り切れました）
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒340円．
第 57 号　砕屑岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒340円．
第 58 号　地震イベント堆積物―深海底から陸上までのコネクション―藤原　治ほか編，169pp., 2004年12月刊，会員頒価

2,900円，〒340円．
第 59 号　沖積層研究の新展開　井内美郎ほか編，212pp.，2006年５月刊，会員頒価2,400円，〒340円．

リーフレットシリーズ
大地の動きを知ろう―地震・活断層・地震災害―　1995年４月発行　会員価格200円（非会員300円）
大地のいたみを感じよう―地質汚染Geo－Pollutions 1997年２月発行　会員価格 200円（非会員300円）
大地をめぐる水―水環境と地質環境―　2001年５月発行　会員価格300円（非会員400円）

国立公園地質リーフレットたんけんシリーズ（20部以上購入の場合割引あり）
１．箱根火山たんけんマップ―今、生きている火山　2007年５月発行　会員価格300円
２．屋久島地質たんけんマップ―洋上アルプスは不思議な地質がいっぱい―　2009年３月発行　会員価格300円
３．城ヶ島たんけんマップ―深海から生まれた城ヶ島―　2010年９月発行　会員価格300円

国立公園地質リーフレットシリーズ
１．箱根火山　2007年７月発行　会員価格1,000円（20部以上購入の場合割引あり）

下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

講演要旨集ほか
第116年見学旅行案内書（2009年岡山） 会員頒価2,800円，〒500円
第115年見学旅行案内書（2008年秋田） 会員頒価2,500円，〒500円
第114年学術大会講演要旨（2007年札幌） 会員頒価4,000円，〒500円
第114年見学旅行案内書（2007年札幌） 会員頒価2,400円，〒500円
※このほか，大会講演要旨は，2002年新潟，2003年静岡，2004年千葉，2006年高知．見学旅行案内書は，2003年静岡，
2004年千葉，2005年京都に残部があります．

フィールドノート：学会オリジナル．12×19cm．ハードカバー．レインガード使用　会員頒価１冊500円．

出　版　物　在　庫　案　内
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変化測定装置の開発（要予約） ［西会場］

G-25 岩盤特性の計測・評価技術（要予約）

［西会場］

地質情報研究部門

G-01 最新陸域地質図，地球物理図及び火山

地質図の展示（要予約） ［第７会場］

G-02 20万分の１日本シームレス地質図講習

会（要予約） ［第7会場］

G-03 地球化学図・地球化学標準試料　［第

７会場］

G-04 地質標本データベース（要予約）

［第７会場］

G-18 瀬戸内海における沿岸海洋研究（中国）

［第７会場］

G-20 地質調査業務に役立つ粒子径計測技術

ワークショップ（要予約） ［第７会場］

G-21 希少金属資源の探査・利用-金の微小

領域SIMS分析-（要予約） ［第７会場］

このうち，

G-02 20万分の１日本シームレス地質図講習

会

G-20 地質調査業務に役立つ粒子径計測技術

ワークショップ

は，ラボ見学の時間枠を複数コマ使って行わ

れる講習会で，皆様のお役に立てると思いま

す．

また，地質分野では，「地球観測データ統

合システムGEO Gridとレアメタル探査，

物理探査技術の最前線」と題した講演会

〈http://www.aist-openlab.jp/program.html〉

を開催します．

オープンラボの参加登録，ラボツアーの予約

を９/１よりホームページにて開始しました．

http://www.aist-openlab.jp/

ラボツアー予約〆切：10月４日（月）まで

来場者登録〆切 ：10月12日（火）まで

大学生・大学院生等でも問題ありません．

皆様のご来場をお待ちしております．

主催・企画：計測自動制御学会計測部門・リ

モートセンシング部会

協賛　日本地質学会ほか

日程：2010年11月４日（木）～11月５日（金）

開催場所：防衛大学校　理工１号館３階　視

聴覚教場（神奈川県横須賀市走水1-20-10）

参加申込締切：2009年10月29日（金）

参加費（講演論文集込）

会員・協賛学会員7,000円，学生3,000円，会

員外8,000円

日時　2010年10月14日・15日に開催

場所　産総研つくば　中央第７及び西事業所

参加費無料

産総研のこれまでの研究の成果や実験装

置・共用設備等の研究リソースを，企業の経

営層，研究者・技術者，大学・公的機関の皆

様に広くご覧いただくための催しです．

展示内容（地質分野）

活断層・地震研究センター

G-05 活断層データベース（要予約） ［第

７会場］

G-06 巨大地震の津波と地震動予測　［第７

会場］

G-07 地下水等総合観測による東海・東南

海・南海地震予測　［第７会場］

G-08 レーザ変位計を用いて地殻浅部の応力

方位を測定する　［第７会場］

G-09 地震発生過程解明に向けた岩石実験技

術（要予約） ［第７会場］

地圏資源環境研究部門

G-10 地圏のメタンフラックスに関わる微生

物活動　［第７会場］

G-11 産総研，燃料資源研究フロント　［第

７会場］

G-13 レアメタル資源探査最前線　［第７会

場］

G-14 地下水がもたらす豊かな社会　［第７

会場］

G-15 地熱資源の開発ポテンシャル拡大を目

指して　［第７会場］

G-16 高性能吸着剤“ハスクレイ”の開発？

水蒸気および二酸化炭素吸着性能に優れた

吸着剤（要予約） ［第７会場］

G-17 CO２地中貯留の長期挙動評価技術

（要予約） ［第７会場］

G-19 土壌汚染リスク管理技術（要予約）

［西会場］

G-22 岩石中の地下水流動と物質移行の評価

手法　［第７会場］

G-23 物理探査技術による環境・防災分野へ

の取り組み　［第７会場］

G-24 地圏環境評価のための新型原位置応力

問い合わせ

首都大学東京　システムデザイン研究科　阿

保 真

電話（042）585-8415，FAX（042）583-

5119，E-mail：abo@tmu.ac.jp

防衛大学校　岩崎杉紀

電話（046）841-3810，FAX（046）844-

5902，E-mail：iwasaki@nda.ac.jp

部門協議会担当

電話（03）3814-4121，E-mail：bumon@

sice.or.jp

日時；平成22年10月19日（火）12：45～17：00

場所；瑞浪市地域交流センター「ときわ」

（岐阜県瑞浪市）

（定員：約150名）

「瑞浪超深地層研究所 深度300m水平坑道見

学会」

日時；平成22年10月20日（水）９：30～11：30

場所；瑞浪超深地層研究所

（定員：約40名）

※いずれも，申込者多数の場合は先着順とさ

せていただきますのでご了承下さい．

※入場無料（事前の申込が必要です）

【申込先】

日本原子力研究開発機構　地層処分研究開発

部門

結晶質岩工学技術開発グループ

「H22年度 情報・意見交換会」事務局

E-メールアドレス：

tono-koukankai2010@ jaea.go.jp

ホームページアドレス：

http://www.jaea.go.jp/04/tono/index.htm

日　時：2010年11月11日（木）13：30～16：00

会　場：静岡商工会議所静岡事務所５階ホー

ル（JR静岡駅北口西側）

テーマ：東海地震への新たな対策

座長：静岡大学理学部地球科学科　静岡大

学防災総合センター

教授　里村 幹夫

１．プレート沈み込み帯の巨大地震に関す

る新たな知見と残された謎

名古屋大学大学院環境学研究科附属地

震火山・防災研究センター　

教授　鷺谷　威

２．自主防災組織のための新たな人材養成

講座開発の試み

静岡大学工学部システム工学科　静岡

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会か

らのご案内を掲載し

ます．

産総研オープンラボのご案内
（地質分野）

第36回リモートセンシング
シンポジウム

平成22年度東濃地科学センター
地層科学研究 情報・意見交換会

東海地震防災セミナー2010
［第27回］



大学防災総合センター

准教授　前田 恭伸

主　催：東海地震防災研究会

連絡先：〒422-8035 静岡市駿河区宮竹1-9-24

土研究事務所

Tel.：054-238-3240

Fax：054-238-3241

熊本大学大学院自然科学研究科は，平成22

年度に採択された文部科学省科学技術振興調

整費女性研究者養成システム改革加速プログ

ラム「バッファリングによる女性研究者養成

の加速（熊本大学）」に基づき，下記の要領

で女性教員を公募いたします．本公募は，男

女雇用機会均等法第８条「女性労働者に係る

処置に関する特例」の規定によるものである

ことを付言いたします．

１．募集職種・人数　助教１名（任期なし）

ただし，業績が優れていると認められた場

合には，当初より准教授（任期なし）または

教授（任期なし）としての採用もあり得ます．

２．所属　大学院自然科学研究科理学専攻

地球環境科学講座

３．専門分野　地球惑星物質科学

４．職務内容　当該専門分野の研究を推進す

ることに加え，以下のような職務があります．

・学部の地球科学関連の講義・実習および学

生の指導/・大学院生の研究指導/・教養教育

の実験・実習/・管理運営・地域貢献に関わ

る業務

５．応募資格　博士の学位を有する女性研究

者で以下の条件を満たす者

（1）博士後期課程修了後，あるいは博士号

取得後，研究者としての経験（PDを含む）

を有する者．（本プログラムの規定により

博士課程在籍者は採用できません．）

（2）地球惑星物質科学の分野における教育

と研究に関し，強い意欲を持って取り組

むことができる者．フィールドワークが

できる方が望ましい．

６．採用予定日　平成22年度内のできるだけ

早い時期

７．研究支援　採用された女性教員が国際的

に活躍する研究者として育つように物心両面

から支援します．メンター教員を配置し，研

究面での支援を行うとともに，採用後３年間

に亘り，このプログラム経費により研究費・
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熊本大学大学院自然科学研究科
女性教員公募

教官公募等の求人ニュース原

稿につきましては，採用結果

をお知らせいただけますよう

お願い致します．

公募

研究支援経費の支給を行います．

８．提出書類　（1）履歴書（2）業績目録

（3）主要な研究論文の別刷りまたはコピー３

編以内（4）これまでの研究内容の要約（A4

用紙１～２枚程度）（5）着任後の教育と研究

に関する抱負（A4用紙１～２枚程度）（6）

所属学会（7）科研費等の外部資金の研究費

取得状況（8）応募者につき照会が可能な方

２名の氏名と連絡先（メールアドレス）

９．書類送付先

〒860-8555 熊本市黒髪２丁目39－1

熊本大学大学院自然科学研究科理学系　地球

環境科学講座　　講座主任　松田博貴宛

応募締切：平成22年10月８日（金）17：00必着

10．問合せ先：同上　松田博貴

電話　096-342-3424

e-mail： hmat@sci.kumamoto-u.ac.jp

１．募集人員：准教授または講師３名（募集

分野各１名）

２．募集分野：つぎの３つの分野

募集分野（1）地球物質進化学講座：地質学

に基礎をおき，野外調査を重視して，地殻・

マントルにおける諸現象に関する研究を岩

体・岩石レベルで推進できる人．とくに，火

成岩岩石学的手法を用いて研究を行う人．教

育面では，岩石学に関連する科目や研究領域

に関係の深い専門科目（大学院・学部），野

外実習関連科目（地質調査法や地球学野外実

習など），および全学共通科目の一部を担当

できる人．

募集分野（2）環境地球学講座：地質学に基

礎をおき，人類紀（第四紀）における自然史

の研究を推進できる人．とくに，野外調査を

重視し，層序学的観点から，人間活動と自然

環境との相互作用の評価や環境変遷史の解明

などの研究を行う人．教育面では，新生代地

質学，層序学に関連する科目や研究領域に関

係の深い専門科目（大学院・学部），野外実

習関連科目（地質調査法や地球学野外実習な

ど），および全学共通科目の一部を担当でき

る人．

募集分野（3）環境地球学講座：地質学に基

礎をおき，情報科学的・数理科学的観点から，

地球学に関する情報や理論の研究を推進でき

る人．とくに，地球情報のモデリングや解析

手法の開発などの研究を行う人．教育面では，

地球情報学に関連する科目や研究領域に関係

の深い専門科目（大学院・学部），野外実習

関連科目（地質調査法や地球学野外実習な

ど），および全学共通科目の一部を担当でき

る人．

３．応募資格：博士の学位を有すること．

４．応募書類：

（1）履歴書（写真付）（2）論文・著書のリス

トおよび最近5年間の学会発表リスト（3）主

要論文の別刷り（10編以内：コピー可）（4）

研究・教育・社会貢献に関するこれまでの経

過と今後の抱負（3000字以内）（5）推薦状を

添付してもよい．（6）申請者について紹介可

能な人（２名まで）の氏名・所属・連絡先を

添付してもよい．

５．書類の送付及び問い合わせ先：

〒558-8585 大阪市住吉区杉本3-3-138

大阪市立大学大学院理学研究科・理学部　

地球学教室　教室主任　三田村 宗樹

電話：06-6605-2592 

E-mail：mitamura@sci.osaka-cu.ac.jp

６．締　　切：平成22年10月18日（月）必着

７．着任時期：平成23年４月１日の予定

詳細は，http://www.sci.osaka-cu.ac.jp/geos

/index.html

１．学術研究部門

（1）申請区分と研究対象領域

A〔一般科学研究〕人文・社会科学，自然

科学（医学を除く）に関する研究

B〔海洋･船舶科学研究〕「海洋学および海

洋関連科学」ならびに「船舶および船舶

関連科学」に関する研究

（2）研究計画と助成額

研究計画は，単年度（平成23年４月１日か

ら平成24年２月10日まで）内に達成され，成

果をとりまとめられるものとします．助成額

は，１研究計画100万円を限度とします．

（3）募集対象者

A〔一般科学研究〕大学院生あるいは所属

機関等で非常勤または任期付き雇用研究

者として研究活動に従事する者であっ

て，35歳以下の者

B〔海洋･船舶科学研究〕大学院生あるい

は所属機関等で研究活動に従事する（常

勤･非常勤は問わず）者であって，35歳

以下の者

２．実践研究部門

（1）研究対象領域

教育・学習・自立支援等を行う様々な組

各賞・
研究助成

日本地質学会に寄せられ

た候補者の推薦依頼をご

案内いたします．推薦ご

希望の方は，執行理事会

までお申し込み下さい．

平成23年度
笹川科学研究助成募集

大阪市立大学大学院理学研究
科・理学部地球学教室教員公募



表紙を開けると，まず1990年に噴火を開始

した雲仙普賢岳・溶岩ドームと2003年の水俣

市川内の土石流の口絵写真が目に飛び込んで

くる．これから，九州地方がこれまで火山噴

火や土砂災害に襲われてきており，そのこと

が地質学と社会の接点であることを，編集委

員会が強く意図していることが読み取れる．

それに続く口絵写真も九州・沖縄地方特有の

ものが厳選されており，乞うご期待である．

口絵写真を一通り眺めた後に目次にたどり

着き，目が飛び出るほど驚いた．まず，目次

の１ページには様々なテクトニクスが出てく

る．最初が，付加体と付加テクトニクスであ

る．本書の“はじめに”で述べられているよ

うに，東九州の四万十帯のフィールドジオロ

ジーをもとに，故勘米良亀齢先生が世界で初

めて付加体モデルを描かれたことに敬意を表

しているのであろう．編集委員会委員長の佐

野弘好教授は，勘米良先生から直接にフィー

ルドワークの指導を受けられた先生のお弟子

さんでもある．佐野教授のみならず，付加体

と付加テクトニクスになみなみならぬ思いを

抱いている人は多い．

私は大学２年生の時（1971年の初め）に授

業の一環として，勘米良先生の指導のもとに

熊本県五木・球磨川中流域の野外巡検に行

き，そこで先生の精緻なルートマップを目に

することになった．当時はこの地域から付加

日本地方地質誌８
九州・沖縄地方

日本地質学会編

朝倉書店，2010年７月20日発行　619ペー

ジ，Ａ４版，26,000円（税別），ISBN978-

4-254-16788-7

紹　介

推薦に際しては，次記を考慮して下さい．

1）萌芽的・独創的研究

2）新規研究グループで実施される研究

3）学際性，国際性の観点からみて優れた

研究

4）国際協力研究

２．援助額は１件当たり100-500万円，総額

3000万円，援助総件数は15件

３．援助金を給与に充てることはできません

が，特に財団が指定した場合を除き，給与以

外の使途は自由です．

４．援助金の使用期間は，贈呈した年度及び

その次の年度の約２年間とします．

推薦方法　学会推薦

被推薦者　1）当該研究を独立して実施し得

る者でなければならない．すなわち，当該研

究者は代表研究者であることを必要とし，単

に研究グループの研究費集めの一端を担う者

であってはならない．2）身分，経歴，年齢

等は問わない．但し，日本の研究機関に所属

する研究者であること．

推薦期限　2011年３月末（学会締切：１月末）

詳しくは，http://www.yamadazaidan.jp/

enjyo2.html

織･団体（NPOを含む）に所属する者または

グループが，その実践の場で抱える諸問題の

解決のために行う研究

（2）募集対象者

専門的立場にある者，あるいは問題解決に

取り組んでいる当事者など．

（3）研究計画と助成額

研究計画は，単年度（平成23年４月１日か

ら平成24年２月10日まで）内に達成され，成

果をとりまとめられるものとします．助成額

は，１研究計画50万円を限度とします．

３．募集期間

平成22年10月１日～10月15日＜必着＞

募集要項・申請書は下記URLより

http://www.jss.or.jp/sasagawa/apply/

apply.html

お問い合わせ先

財団法人日本科学協会笹川科学研究助成係

〒107-0052 東京都港区赤坂1－2－2 日本財

団ビル５F

TEL 03-6229-5365 FAX 03-6229-5369

E-mail：ssrg-jss@silver.ocn.ne.jp

平成25年度（2013年度）に開催される国際

会議を対象に，共同主催の募集を以下のとお

り行います．申請を希望される場合は，募集

案内記載の共同主催要件を十分確認の上，日

本学術会議国際会議担当まで御連絡くださ

い．

申請方法：実施要項（PDF）中の申請書類

（申請文書，資料１～８（資料８は任意提出））

を作成の上，受付期間内に下記提出先まで御

提出ください．

申請書類受付期間：平成22年10月１日（金）

～11月30日（火）期限厳守・必着

提出先（問合せ先）：

〒106-8555 東京都港区六本木7-22-34 

日本学術会議事務局

参事官（国際業務担当）付国際会議担当 宛

TEL：03-3403-5731 FAX：03-3403-1755

Mail：i254@scj.go.jp

詳しくは，http://www.scj.go.jp/ja/int/

kaisai/entry.html

援助の趣旨

１．本財団は，自然科学の基礎的研究に対し

て，研究費の援助をいたします．実用指向研

究は援助の対象としません．

日本地質学会News 13（９）4

日本学術会議共同主催
国際会議の募集

山田科学振興財団2011年度
研究援助候補推薦
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衛星リモートセンシングの技術により，コ

ンピュータをクリックするだけで，瞬時に知

りたい場所に移動し，上空から世界中の地形

や町並みを見ることができるようになった．

本書は人工衛星に搭載した光学センサASTER

の画像をもとに日本と世界の地形を紹介した

もので，衛星情報と地形情報を統合した地球

の姿を鮮やかに見せてくれる．見事な地形画

像と的確な解説の相乗効果により，読み応え，

見応えのある書籍に仕上がっている．

表題の「宇宙から見た」の言葉通り，多数

収録されているASTER画像の美しさには目を

見張るものがあり，神秘的にさえ感じる．こ

んなにも地球の姿を鮮明に画像化できること

に驚嘆する．そこからは悠久の年齢を経た地

形・地質の過去から現在までの到達点，そし

て未来の変容の予測を読み取ることができる．

本書は３部構成で，日本と世界の代表的な

地形が網羅されており，いずれのテーマも画

像と解説が適切なバランスで配置され，見や

すく理解しやすい．Ⅰでは「水と氷が刻む地

形」を取り上げている．21世紀は「水の世紀」

と言われるように世界で深刻化する水問題へ

の関心が高まってきている．同時に地形の形

成にとっても水の営力は大きく，ベーリング

氷河やヒマラヤなどの写真はそのスケールの

大きさに驚嘆する．Ⅱの「悠久の大陸地形」

は，タイトルの通り，雄大な地形が圧巻であ

る．例えば，タリム盆地のASTER画像では，

地質構造や地形が手にとるようにわかり，地

質図そのものに見えてくる．そして現地の写

真と合わせると，立体的な世界が広がり，さ

らに臨場感があふれてくる．Ⅲの「変動する

地形」では活動的な島弧である日本の出番が

多くなる．宇宙からの目により顕示された地

形が，どのような変遷を経て現在の形になっ

体モデルが生まれるとは夢にも思わなかった

が，精緻なルートマップと勘米良先生の自然

観察眼を総合したフィールドジオロジーが結

実したのだなと，今さらながら実感している．

第２章は第四紀テクトニクスである．ここ

では，地球物理学的なデータを使って，この

地方の地下構造および地殻構造が描かれると

ともに，活断層，変位地形などが詳しく説明

されている．地球物理学的なデータは，地域

地質と地殻構造を有機的に連結させるために

有用となることが期待される．一方，活断層，

変位地形のデータは内陸地震や地殻変動を知

る手掛かりとなるであろう．九州大学理学部

にあった地質学科は，1990年４月に地球惑星

科学科と改称され，地球物理学や地震学との

融合が図られた．まさに，第２章はその融合

の成果であろう．

本書が第３章の新生界から始まれば，地方

地質誌として違和感はなかったように思われ

る．私は編集委員会のメンバーとしてこのシ

リーズ６中国地方地質誌の編集と執筆に携

わったが，それは地方地質誌としてはオーソ

ドックスな展開であった．しかし，本書の編

集委員会は敢えてそうはしないで，1970年代

に我が国に導入されたプレートテクトニクス

によるパラダイムの転換を大きく意識してい

る．フィールドジオロジーに軸足を置きなが

ら，プレートテクトニクスを容認し，地域地

質が見事に展開されており，本書の編集には

斬新なものが感じられる．第３章から８章ま

での紹介は他に譲りたい．

地盤災害は第９章環境地質の中で取り上げ

られており，その中で旧産炭地の地盤災害に

触れられていることは特筆すべきである．こ

の章は，地域地質と地盤災害およびそこで生

活している人たちに，災害軽減へのヒントを

与えているに違いない．

最後に，本書の意図とは外れるかもしれな

いが，九州・沖縄地方の地域地質および

フィールドジオロジーを理解するだけでな

く，それらが（1）プレートテクトニクスに

どのように組み込まれているか，（2）付加テ

クトニクスおよび付加体モデルの構築に如何

に役立ったか、ということを知る上でも，特

にフィールドワークに関与していない研究者

や学生に是非一読願いたい．

（金折裕司）

宇宙から見た地形
－日本と世界－

加藤碵一・山口　靖・渡辺　宏・
山崎晴雄・汐川雄一・薦田麻子　編

朝倉書店，2010年２月20日発行，B5版144

頁，定価5,400円（税別），ISBN978-4-254-

16347-6

たかを明らかにするため，フィールド写真，

地質図，断面図，ブロックダイアグラムを駆

使して，多角的に解説されている．

野外での写真は貴重なものばかりで見てい

るだけでも楽しい．それは単に迫力があると

か綺麗というだけでなく，特筆すべき点は執

筆者自身の撮影によることにある．野外調査

を行い，そこで観察し感動したものを記録し，

他者に伝えるために写真に収めた．その写真

を撮った意図は何だったのだろうか．写真を

通して著者の地球観が伝わってくる．

本書は「宇宙から見た」を切り口として，

日本と世界から代表的な地形を選抜してい

る．構想の豊かさ，学術的な質の高さ，写真

の選択など，編集者の力量を感じる．本書は

画像によるわかりやすさと充実した解説が特

色であり，眺めて良し，読んで良しの両方を

満たしてくれる．地質現象にターゲットを当

てた姉妹書「宇宙からみた地質－日本と世

界－」と合わせて読まれることをお薦めする．

なお，巻頭の「ASTERの立体視機能による

地形情報の抽出－画像の解説」と巻末の「地

形の見方・読み方」は充実しており，読者の

便宜に応えている．

（栗本史雄）

本書は，昨年10月16日に亡くなった堀越

叡氏の校正刷りの遺稿を，鎮西清高・島崎英

彦・大藤　茂の３氏が編集したもので，世界

のプレカンブリア剛塊地域（クラトン）とカ

レドニア・ヴァリスカン両造山帯に関する地

質学の教科書である．章立ては，第１章　造

山論の概念，第２章　地殻の誕生，第３章

グリーンストン・花崗岩帯，第４章　楯状地

堆積物，第５章　剛塊の成長，第６章　プレ

カンブリア時代の終焉，第７章　アパラチ

地殻進化学

堀越　叡　著

東京大学出版会，2010年８月20日発行，

A5版，344ページ，定価6,400円（税別），

ISBN978-4-13-060747-6 C3044
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イン，ポルトガルなどの地質を概説してテク

トニクスを論じているが，ここでも「石炭紀

の石炭」について述べるのを忘れない．第９

章はカンブリア紀の生物進化の爆発に始ま

り，北米・中欧・東欧などの卓状地堆積物，

ウラル造山運動とパンゲアの形成，そしてパ

ンゲアの分裂までを述べている．ミシシッピ

ヴァレー型炭酸塩岩内鉛・亜鉛鉱床について

の説明もある．第10章では顕生代の生物5大

絶滅期について述べているが，北海油田，イ

リジウム異常，チチュルブ隕石孔などK/T境

界に関するトピックも詳しい．大規模火山岩

類のところで，シベリア・トラップ（洪水玄

武岩）の話があり，トラップという語が「階

段」を意味するスウェーデン語（溶岩台地の

末端が溶岩1枚ごとの階段状になっている）

に由来することを初めて知った．なお，本書

には「まとめ」や「あとがき」はない．

以上のように，本書の背骨を貫くのは，鉱

床の性質や成因を，地球進化の大きな枠組み

の中で解き明かそうとする著者の強い意志だ

と思う．そして本書の至るところに，著者の

幅広い知識，深い洞察，批判的精神の発露を

みることができる．その結果，本書は地球史

とグローバルテクトニクスに関する学部学

生・大学院生向けのこの上ない教科書となっ

ており，同時に地球科学の諸分野に広い関心

をもつ研究者にも有用な，示唆に富む記述が

盛り沢山である．著者は序文で「本書には多

くの鉱床地質が引用されている．これを我田

引水とは考えないでほしい．ほかの地域とは

地質解明の精度が極度に違うのである」．「世

界の地質が鉱床地域と同じくらいの精度で明

らかになれば，地球の歴史は変わるであろう」

と述べている．著者の鉱床研究者としての矜

持が輝いている．著者には「地向斜征伐のす

すめ」（マグマ発生の時間的空間的分布

（GDP）, 1, 119-122, 1973）に代表される戦闘

的イメージが強いが，本書を読めばその学

識・経験の豊かさ，奥深さがよくわかる．本

書を読んで，著者にいろいろ質問し，ご教示

いただきたいと思うが，もうそれは叶わない

のが寂しい限りである．なお，本誌13巻３号

20頁に速水　格・大藤　茂両氏による追悼文

がある．拙稿を校閲していただいた小西健二

先生に感謝する．

（石渡　明）

ア・カレドニア造山帯，第８章　ヴァリスカ

ン造山帯，第９章　超大陸パンゲア，第10章

生命の多様性と絶滅，となっている．これら

各章の末尾には充実した引用文献・概説書リ

ストがあり，最後に索引と最新の地質年代表

がついている．図や写真が多く，複雑な地質

図なども著者がすべて整理・簡略化して描き

直している．

序文によると，著者が専門とする鉱床学は

「地質学の中でももっとも総合的な学問であ

る．悪く言えば雑学である．したがって，多

分に手前味噌だが，鉱床学の専門家は何をや

らせてもそれなりにこなすことができる」．

そこで1978年の富山大学着任時に，Brian F.

Windleyの“The Evolving Earth”をタネ本

として「地殻進化学」の講義を始めたが，10

年も続けると「当初のウィンドレイ色はほと

んどなくなった」そうである．編集者の「本

書刊行の経緯」によると，この講義のノート

と，学生に配布した私家版の教科書をもとに

拡張発展させたものが本書である．著者が遺

した目次によれば，さらに第11章　アルプス

とヒマラヤ，第12章　北米コルディレラ，第

13章　東アジアの形成，第14章　日本列島の

萌芽，第15章　日本島弧と続くはずであった

が，著者の急逝によってこれらの章が完成さ

れなかったのは残念である．

第１章には興味深いエピソードが満載であ

る．250年以上前のドイツのヴュルツブルグ

大学のベリンガー教授は，学生が露頭に埋め

込んでおいた太陽の化石，星の化石などを

「発見」して論文を書いたが，自分の名前が

彫ってある化石を掘り出して，さすがに悪戯

であることに気がつき，出版物の買い戻しに

奔走したという有名な話があるが，当時の裁

判記録によると，真犯人は学生ではなく大学

の地理の教授と図書室係であったこと，化石

に彫られていたのは教授の名前ではなく「エ

ホバ」の文字だったことが本章の冒頭で語ら

れ，面白い話には換骨奪胎がつきものである

ことを知る．「一般地質学（または地質学原

理）」を書いたロンドン大学のライエルの講

義には，着飾った女性たちが押し寄せたが，

ライエルは女性の聴講を拒否し，地質学会へ

の女性の出席の是非をめぐる論争になったと

いう話も興味深い．この章ではこうしたエピ

ソードを交えながら，地向斜，ナップ，大陸

漂移説，海底拡大説，プレートテクトニクス，

そしてプルームテクトニクスまでが説明され

る．プレートテクトニクスの創立者の一人で

あるルピションが「海洋底拡大説に反対した

という点では関係者の記憶が一致している．

彼は1966年に海洋底は動かないという趣旨の

論文で博士号を得ている．しかしその2年後，

彼はプレートテクトニクスと呼ばれる地球変

動の枠組みを完成した」という記述には目が

点になった．確かに，ルピションの著書「極

限への航海」（岩波書店，1990）の40頁を見

ると，「1966年４月にストラスブール大学で

ドクター論文の公開審査を受けていた頃…熱

量の食い違いは，私がハリー・ヘスの海洋更

新仮説を退けるべき主要論拠となっていたの

である．しかし，私は自己の非を悟るに手間

取りはしなかった（加賀野井秀一訳）」と書

いてある．第２章では，隕石，年代測定法，

地球最古の岩石，地球最古の化石などについ

て述べられている．第３章は世界各地のグ

リーンストン・花崗岩帯の説明であるが，世

界最古の硫酸塩鉱床，正マグマ性ニッケル鉱

床，中熱水性金鉱床（最近は「中熱水性」と

言わず「造山性」という：Goldfarb et al.

（2001）Ore Geol. Rev., 18, 1-75），黒鉱型鉱

床などについても詳しい．第４章は縞状鉄鉱

層，巨大貫入岩体，隕石孔などを扱っている

が，ザ・グレートダイク，スティルワーター，

サドバリーなど著者独特のカタカナ英語表記

が目立つ．第５章ではオーストラリア，バル

ト楯状地，北米などの原生代造山帯が扱われ，

縞状鉄鉱層，堆積性噴気鉱床（鉛・亜鉛・銀），

堆積岩内銅鉱床（ホワイトパイン）などにつ

いても説明されている．第６章はロディニア

超大陸の形成と分裂，氷結地球，エディアカ

ラ化石群，原生代／古生代境界問題，気圏・

水圏の進化などの話であるが，ここでもザン

ビア，ザイールの世界最大の堆積岩内銅鉱床，

北米の堆積性噴気鉱床などについて述べてい

る．第７章は北米東岸，英国北部，ノル

ウェーの地域地質とアパラチア・カレドニア

造山運動のテクトニクスを概説している．

ローレンシア（Laurentia），ローラッシャ

（Laurussia），ローレイジア（ローラシア

Laurasia）はそれぞれ範囲が違うので注意が

必要である．第８章では，まずヴァリスカン

造山帯の岩石は露出が悪いためプレートテク

トニクスの解明が遅れたことを指摘し，英国

南部，ドイツ，「ボヘミアマッシーフ」，スペ
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Project leaders : Christopher J. Cleal

(United Kingdom), e-mail : chris.

cleal@nmgw.ac.uk

IGCP-585 :  E-MARSHAL : Earth’s

continental margins : Assessing the

geohazard from submarine landslides

Project leaders : Roger Urgeles

(Spain), e-mail : urgeles@icm.csic.es

IGCP-586-Y:  Geodynamic processes in

the Andes 32°-34°S

Project leaders : Laura Giambiagi

(Argentina), e-mail : lgiambia@lab.

cricyt.edu.arp

IGCP-587:  Entity, Facies and Time - the

Ediacaran （Vendian） Puzzle

Project leaders : Mikhail Fedonkin

(Russia), e-mail : igcpcrus@ginras.ru,

Corresponding Secretary : Patricia

Vickers-Rich (Australia), e-mail : pat.

rich@sci.monash.edu.au

IGCP-588:  Preparing for coastal change

Project leaders : Adam D. Switzer

(Singapore), e-mail : aswitzer@ntu.

edu.sg

以上の結果，現行のプロジェクトは，

O.E.T.（期間延長）の１を含めて計22となる．

新しいプロジェクトに参加される方及び参加

を希望される方は，プロジェクトリーダーと

連絡を取るとともに，下記の日本IGCP国内

委員会までご連絡下さい．

（4）IGCP国内委員会からの年次報告の評価

日本を含む22カ国から報告書が提出さ

れ，中国とイタリアの報告書の内容が優れ

ており，ボリュームも適当であったことが

報告された．

（5）IGCP国内委員会代表による2009年度の

活動報告

中国，エジプト，日本，ドイツ，オース

トリア，ロシア，イギリス，アメリカの８

カ国の国内委員会代表から報告があった．

日本IGCP国内委員会からは，IGCPの主

な関心が基礎科学から応用科学にシフトし

たことや資金のサポートがシードマネーで

ありボランティア的な活動を強いられるこ

とから，特に日本の若い地球科学研究者に

とってIGCPはそれほど魅力的な存在では

なくなっており，そのことが日本からの新

しいプロジェクトの申請の減少につながっ

ていることを報告した．このような状況は

他国でも同様であり，会議中そのような状

況を打破するための方策が議論になり，ア

フリカが取り組み始めた地球科学の普及活

動と女性地球科学者への支援やジオパーク

が世界に広がっていることは，今後の

IGCP活動に関して一つの鍵を握るなどの

議論があった．

また，「国際惑星地球年」のアウトリー

チの目玉として，日本はジオパークの推進

を日本地質学会が中心となって，外務省な

どの省庁や地方自治体などの協力を得なが

1．IGCP本部
第38回IGCP科学理事会は，平成22年２月

17日～19日（３日間）にパリのユネスコ本部

で開催された．IGCP科学理事会は，ユネス

コ生態・地球科学部門が中心となって，ユネ

スコと国際地質科学連合（IUGS）が「社会

に貢献する地球科学」を目指して推進してい

る地質科学国際研究計画（IGCP）について，

現在進行中のプロジェクトの評価と新たに申

請されたプロジェクトの採否の審議を中心

に，毎年一回２月にユネスコ本部で開催され

る．今回の会議では，「社会に貢献する地球

科学」を徹底するという観点から，IGCPで

推進するプロジェクトには基礎科学というよ

りも応用科学という視点が強く求められるこ

と，今後のキーワードはアフリカ，女性地球

科学者，ジオパークであることが，とくに強

調された．２月19日の公開セッションの会議

内容は以下の通りである．

（1）ユネスコ自然科学担当事務局長補，国際

地質科学連合（IUGS）議長及び事務局長

とユネスコ生態・地球科学部長による開会

挨拶

過去38年間のIGCP活動の成功とそこで

ユネスコとIUGSが果たした役割及び相互

の支援関係，IGCP科学理事会の重要性及

び近年のIGCPのリフォームによるプロ

ジェクトの新しい方向，その中でアフリカ

と女性の果たす役割の重要性などについて

言及された．

（2）IGCP事務局からの報告

2009年の活動報告として，①「資源」，

「地球の変化と生命の進化」，「地質災害」，

「水」，「地球深部」の５つのテーマに分け

て新規プロジェクトを募集したが，資源と

水に関わるテーマについては申請がなかっ

たこと，②来年から「水」は例えば「海面

上昇」というテーマに入れ替える予定であ

ること，③ユネスコはIUGS以外，特に中

国から大きな財政的支援を受けているこ

と，④プロジェクトは５年間シードマネー

を受け，６年間の時限措置で活動しながら

新しいプロジェクトに入れ替わることなど

が報告された．

（3）2009年度に活動したIGCPプロジェクト

の評価結果と新規プロジェクト

プロジェクトは全体に高いレベルにある

ことから，IGCPをもっと広報し，資金不

足の状況を打破したいこと，新規に5つの

プロジェクトを選定したことについて報告

された．新しく発足する５つのプロジェク

ト，プロジェクト･リーダー及び連絡先は，

以下の通りである．なお，IGCP-586-Yは，

初めてとなるYoung Scientists Projectで

ある．

IGCP-575 :  Pennsylvanian terrestrial

habitats and biotas of southeastern

ら推進し，これが成功して全国的な盛り上

りに発展していることを報告し，各国から

注目された．

（6）中国に設置されたユネスコの「カルスト

国際研究センター」の活動報告

（7）ジオパーク世界ネットワークに関する報告

中国の果たしている役割と日本が新たに

ネットワークに加わったことなどの報告

（8）国連「国際惑星地球年」に関する報告

特に，アフリカ地球科学イニシアティブ

やアフリカにおける地質学会が協力した

ワークショップなどについて報告された．

今後，アフリカではIGCP国内委員会を設

立しジオパークの振興などにも力を入れる

ことが報告された．

（9）IGCPに関わるユネスコが推進している

科学プログラム代表者による年次報告

2．IGCP国内委員会（地球惑星科学委員会
IUGS分科会IGCP小委員会）
平成21年度は第21期第1回を平成21年９月

11日，第２回を平成22年２月24日と，計２回

の定例の委員会を開催した（平成19年度から，

それまで年３回開催していた委員会を年２回

とした）．平成21年度に審議・決定・実施し

た主な事項は以下の通りである．

（1）前回の第21期最初の委員会は（平成21年

２月25日開催）日本学術会議の事務手続き

が間に合わず非公式な会議となったことか

ら，今回改めて新しく組織されたIGCP小

委員会の委員長及び幹事の選出について審

議し，波田重煕委員長及び斎藤文紀幹事を

再任した．

（2）平成21年度の日本IGCP国内委員会活動

報告を，12月にユネスコ本部に提出した．

また，日本国内委員会の活動報告として，

日本地質学会Newsに「IGCPニュース

2008-2009」を投稿するとともに（第12巻

11号6-7ページ），“Japan Contribution to

the IGCP：Activity Report 2009”及び

「日本IGCP活動報告2009」を２月にまとめ，

Web上で公開した．

URL：http://www.yg.kobe-wu.ac.jp/wu/

igcp/

（3）平成22年２月17日－19日にパリで開催さ

れたIGCP理事会のうち，19日に行われた

公開セッションについての報告（上掲）

（4）IGCP小委員会委員のメンバーとして，

新たにIGCP-559の金尾政紀（極地研），

IGCP-567の吾妻崇（産総研），IGCP-581の

多田隆治（東大）を選出した．極地研から

の本吉洋一委員は退任し，金尾委員が極地

研の代表も兼ねる．

（5）日本IGCP国内委員会の活動報告のあり

方として，従来行ってきた日本語の報告書

を無くし，IGCP理事会に提出する英文報

告書のみを作成することとなった．

3．日本IGCP国内委員会の構成
委員長　波田重煕（ユネスコ国内委）

幹　事　斎藤文紀（産総研）

IGCPニュース2010



（3）2010年度にインドネシアで開催する第５

回国際シンポジウムは，インドネシア･バ

ンドンで開催する．

（4）2010年６月に中国・武漢で開催される

“International Geology Conference :

Coevolution between organisms and

environments at critical periods of

geological history”にIGCP-507は協賛し，

「アジア白亜紀の古気候」のセッションを

担当する．IGCP - 5 0 7のホームページ

（http://igcp507.kopri.re.kr）もしくは本会

議のウェブサイト（h t t p : / / w ww .

geobiology.net.cn/2010meeting）を参照の

こと

（5）プロジェクトの延長について協議され，

延長が認可された場合は中国で国際シンポ

ジウムを開催することを決めた．

No.516：「東・南アジアの地質学的解剖」

現在30名に及ぶ日本ワーキンググループメ

ンバーはアジア各国と共同で地質調査を行

い，多くの新知見をもたらしている．本プロ

ジェクトでは，年１回開催される国際シンポ

ジウムで，各国の地帯区分や縫合線・衝突帯

など地球科学的ダイナミクスの観点で情報交

換を行い，また地質巡検を通して現物を観察

しながら意見交換を実施してきた．今後の計

画は，現在O.E.T.を申請中であるが，第６回

会合はマレーシアのマラヤ大学の地質学教室

主催で，平成22年10月25～30日に開催予定で

ある．

2005年：つくば（日本）陸上付加体の堆積

物

2006年：マニラ（フィリピン）火成弧のテ

クトニクス

2007年：デリー（インド）ヒマラヤ前縁帯

のテクトニクス

2008年：バンコク（タイ）インドシナ微小

大陸の層序と衝突帯

2009年：昆明（中国）南中国微小大陸の層

序と衝突帯

No.559：「地殻のイメージング：地形･資

源･災害への構造による影響」

IGCP-559はIGCP-574の後継プロジェクト

として2008年からスタートしたプロジェクト

で，2010年度は，「第14回大陸及びその縁辺

部における深部地震探査国際シンポジウム

（SEISMIX-14）」の一セッションとして，

IGCP-559が「クラシック・トランセクト」

セッションを企画する．SEISMIX-14は，

2010年８月29日～９月３日にオーストラリ

ア．ケアンズで開催される．

No.567：「地震考古学：アルプス－ヒマラ

ヤ地震帯における地震考古学」

IGCP-567は2008年からスタートしたプロ

ジェクトで，その目的はアルプスからヒマラ

ヤにかけての地域を対象に，考古遺跡に残さ

れた過去の地震の痕跡を手がかりとして地震

の長期的な活動特性を明らかにし，今後の地

震防災や重要遺跡の被害軽減に役立てること

である．そのために，日本ワーキンググルー

プは主に日本第四紀学会の会報を通じて，プ

委　員　

平野弘道（434） 後藤仁敏（491）

坂井　卓（507） 久田健一郎（516）

金尾政紀（559及び極地研）

吾妻　崇（567） 多田隆治（581）

4．現在日本がLeadershipをとっているプ
ロジェクト
No.507：Paleoclimates of the Cretaceous in

Asia (2006-2010)

Co-Leader：坂井　卓

No.516：Geological Anatomy of East &

South Asia (2005-2009)

Co-Leader：久田健一郎

No.581：Evolution of Asian River System :

Linking to Cenozoic Tectonics, Climate

and Global Geochemical Cycles (2009-

2014)

Co-Leader：多田隆治

5．現在日本で活動しているプロジェクト
No.507：上掲

No.516：上掲

No.559：Crustal Architecture and Images-

Structural controls on landscapes,

resources and hazards (2008-2012)

National Working Group Leader：金尾

政紀

No.567： Earthquake Archaeology :

Archaeoseismology along the Alpine-

Himalayan seismic zone (2006-2010)

National Working Group Leader：吾妻

崇

No.581：上掲

6．2009～2010年（平成21～22年）度の日
本の活動
No.507：「アジアの白亜紀古気候」

2009年度のIGCP-507プロジェクトの国内

活動は，第４回国際シンポジウムを熊本で開

催したほか，日中共同研究として平野弘道

（早稲田大学教授）と中国南京地質古生物研

究所との間で実施された「熱河層群の安定同

位体層序学的，古生物学的及びシーケンス層

序学的研究」及びモンゴル南ゴビ地域のジュ

ラ紀・白亜紀層について，安藤寿男（茨城大

学教授）とモンゴル科学アカデミーとの間で

の古生物学的，堆積学的，古気候学的研究の

２つの国際共同研究を実施した．以下，その

成果の概要と来年度の活動計画を示す．

（1）第４回国際シンポジウムの開催

当初2009年度の国際シンポジウムはインド

で開催の予定であったが，当該国での開催に

不都合が生じたことで，開催地を急遽日本に

変更し，2009年12月１～６日に熊本大学で開

催し，日本，韓国，中国，フィリピン，ロシ

ア，インドネシア，モンゴル，アメリカ，ス

イスから計121名が参加した．

（2）第３回のモンゴルでの国際シンポジウム

における研究発表は，現在，Island Arc

の特集号への投稿に向けて準備中

ロジェクトの活動への参加を呼びかけてい

る．2009年度の活動としてイスラエル（２月）

とスペイン（９月）でワークショップが開催

され，このうちイスラエルでの会合には日本

から２名が参加した．また，プロジェクト関

連会合として2010年１月に国内で開催される

「北淡国際活断層シンポジウム2010」の準備

を進めた．

今後については，「北淡国際活断層シンポ

ジウム2010」においてプロジェクト代表のシ

ントビン教授（ルーヴェンキリスト教大学：

ベルギー）を講演者として招待しており，そ

の際に日本における国内活動方針に関する打

合せを行なう．2010年９月にギリシャで開催

されるカルパティア・バルカン地質学会第19

回大会において，当プロジェクトが主催する

特別セッションへ日本からの参加を促す．

No.581：「アジアの河川システムの発達：

新生代テクトニクス，気候変動，地化学サイ

クルとのリンケージ」

2009年からスタートしたプロジェクトで，

その目的はIODP，ICDP，IMAGESなどの

試料採取計画を活用することにより陸域，海

域の堆積物コアを採取し，その堆積記録を用

いて，1）アジアの大河川系の発達史，2）チ

ベット高原とモンスーン発達史と両者の関係

を編み，3）アジアの大河川の堆積物質量収

支とその侵食，風化，堆積を調べ全球規模の

地球化学サイクルへの寄与を評価し，4）新

生代におけるテクトニクス，化学風化，モン

スーン発達史を，数値モデルを用いて明らか

にする研究を，協力して進めることである．

まだ，日本のワーキンググループは組織し

ていないが，今後，行動研究目的を明確化し

つつ，その為のワーキンググループを組織し

て研究費を獲得し，国際共同研究を進めてい

く．

第１回国際シンポジウム「アジアにおける

新生代のテクトニクス，地形形成と気候変動」

を2010年５月８日～９日に南京大学で開催し

た．それに続いて「南部チベットにおける新

生代のテクトニクスと堆積地質学」の巡検を

南チベットで５月10日～20日にかけて開催し

た．また，2011年度には，国際シンポジウム

を日本で開催する予定である．

7．新規プロジェクトの提案
新規プロジェクトの提案をお考えの方は，

下記の日本IGCP国内委員会事務局まで御連

絡いただくようお願い申し上げます．申請要

領や申請書類は，ユネスコのホームページ

http://www.unesco.org/science/earth/ を御

覧下さい．近年，日本が関わるIGCPプロ

ジェクトが減少しており，新規のプロジェク

トの申請も途絶えています．ぜひ提案につい

てお考えください．IUGS E-BULLETIN

（No.52）に申請を呼びかける記事が掲載され

ています．プロジェクトに関わる直接の連絡

先は，Dr. M.Patzak （m.patzak@unesuco.

org）です．ユネスコへの提出期限は10月15

日です．なお，国内委から推薦するために，
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目午前と３日目午前にはそれぞれ「環境磁気

学」と「岩石磁気学」を中心とする口頭発表

が行われた．いずれの発表についても活発な

議論や指摘が交わされ，普段の学会とはまた

異なるくだけた雰囲気の中，よい情報交換の

場となった．夕食後に行われたポスターセッ

ションでは，半数以上が学生の研究結果のポ

スターであったこともあり，学生同士が積極

的にポスターを訪れ議論し合う場面も多く見

受けられた．

２日目午後には会場を離れ，会場の北西に

位置する石灰岩地域（草間台）の地形と地質

の観察を行った．はじめに鍾乳洞である井倉

洞を訪れ，石灰岩が形成する多様な地形を楽

しんだ．特に地下滝である「地軸の滝」には，

その名称もあってか，大きな歓声が上がった．

次に，石灰岩が作る天然橋である羅生門を訪

平成22年８月29日～31日に，岡山県加賀郡

吉備中央町の国立吉備青少年自然の家にて，

2010年古地磁気・岩石磁気夏の学校が開催さ

れた．この夏の学校は，1971年に第１回が始

まり，今年で42回目を迎えた．全国の地磁気，

古地磁気，岩石磁気の研究者が持ち回りで世

話人を務めるかたちで運営されているが，参

加者については上記の分野の研究者だけでな

く，地質学会員も毎年参加している．３日間

の日程で開催されることが多く，中日の２日

目には巡検や招待講演，または観光などの

「イベント」が組まれることが多い．

今回の夏の学校は学生28名を含む46名が参

加し，16件の口頭発表と，18件のポスター発

表が行われた．１日目午後には「IODP試料

の古地磁気・岩石磁気」および「地磁気・月

磁気」についての口頭発表が行われた．２日

れた．これは岡山県から唯一，日本の地質百

選に選ばれた地域である．これは，もともと

鍾乳洞であった地域の天井が崩落し，その一

部がアーチ状となって残されたものである．

現地の解説の看板にある「鍾乳洞のなれの果

ての姿」という記述に参加者は皆納得した．

次回2011年は，熊本大学大学院先導機構の

望月伸竜さんを世話人として開催されること

が決まった．地磁気，古地磁気，岩石磁気の

分野に関心があれば誰でも参加することがで

きるオープンな行事なので，この記事に興味

を持たれた方は来年のこの会に是非ご参加く

ださい．お待ちしています．

8．御質問等は，下記にお寄せ下さい．
日本IGCP国内委員会事務局（波田重煕）

〒654-8585 神戸市須磨区東須磨青山2-1

神戸女子大学大学文学部

電話：078-737-2097 Fax：078-731-0240

提案者にご出席戴きプロジェクトについて説

明を受けるための国内委員会を毎年９月に開

催しており，今年は９月24日に開催する予定

です．

http://www.suma.kobe-wu.ac.jp/wu/

igcp/

E-mail : hada@suma.kobe-wu.ac.jp

（文責　波田）
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巡検のひとこま（井倉洞にて）

古地磁気・岩石磁気夏の学校の紹介

宇野康司（岡山大学大学院教育学研究科）

学協会・研究会報告

学会オリジナルフィールドノート
好評発売中です！！

皆様からご好評いただいております，学会オリジナルフィールド

ノートが新しくなりました．

表紙がビニールコーティングになり，今までよりもさらに水や摩

擦・衝撃にも強くなりました．野外調査に最適です．本体の紙は従来

と同じく雨に濡れても丈夫なレインガード紙を使用しています．ぜひ

ご活用ください．

サイズ：12×19cm（従来と同じです）． カバー：ハードカバー，ビニールコーティング，金箔押し．

色：ラセットブラウン（小豆色） 会員頒価：500円

ご希望の方は学会事務局まで＜main@geosociety.jp＞
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られ，各種の調査がなされた．弾性波探査で

北西～南東方向に破砕帯（低速度帯）が見い

だされたので，私たちは精査をすることに

なった．私は地質調査から破砕帯がないこと

を確認し，地震探査で示された低速度帯は，

地すべりによる土塊の亀裂であろうと推察し

た．この結果を秋田での地すべり学会で発表

したところ，総合討論で，秋田大学の加納博

先生が「今日は藤田さんの発表が一番良かっ

た．地質のデータを無視してはいけない」，

と発言された．これにはびっくりしたが，先

生から，今後もがんばってもらいたいと激励

の言葉を頂いた．同様の激励を広島大学の小

島丈児先生からも頂いた．岩石学の大家であ

る両先生から激励されることなぞ考えたこと

もなかったので，私にとって大変励みとなり，

地すべり研究の道を進むことになった．

大阪工大は，徳島県砂防課とコンタクトし，

毎年地すべり地の弾性波探査に学生とともに

出かけた．徳島県は，新潟県と並んで地すべ

り指定地の多い県であったので，三波川帯・

黒瀬川構造帯・秩父帯など，いわゆる「破砕

帯地すべり」の調査を行った．地質の調査依

頼があったので，平野昌繁・波田重煕さんと

ともに調査した．彼らから，地形学や中・古

生代の地質の知識を授かった．私は新生代の

地質を主に調査していたので，これは大変有

り難かった．

四国の地すべりの調査をしているうちに，

三波川帯の岩石の多くは確かに破砕されてい

るが，岩質と地質構造にきわめて密接な関連

があることに気づいた．徳島県西部，鮎喰川

上流の川井峠周辺の地すべり調査で，平野さ

んの得意な地形学の知識を導入し，GISの手

法で解析した．当時は，

DEM（数値地図）は一般的

でなかったため，DEMの作

成から始めた．面倒な仕事

ではあったが，いったん

DEMができると，地質と地

形の関係が明解になり，こ

れに地すべりのデータを入

れると，定量的に地すべり

の地質的解析が可能となっ

た．このようにすると，地

すべりは泥質片岩に多発し，

層面片理面に規制される流

私は，1954年に島根県の浜田高校から

大阪市立大学理工学部に入学した．これは地

学を専攻したいがためであった．地学に進学

する学生はほとんどいなかったので，無条件

で地学を専攻できた．卒業論文には，池辺・

松本両先生の御指導のもと，郷里の益田市周

辺の地質（新生界）をテーマとした．５年後，

この成果を地質学雑誌に投稿した．

1958年４月，原子燃料公社（現日本原子力

研究開発機構）に入社し，人形峠出張所勤務

となった．毎年，冬は積雪のため坑内調査な

どに従事したが，夏はフィールド調査に明け

暮れた．人形峠時代はまさに青春を謳歌した．

その思い出は今でも鮮明に記憶している．こ

の時代の調査経験は貴重なもので，その後の

地すべり調査等に活かすことができた．

縁あって，1963年４月に大阪工業大

学に転職した．一般教育科（教養部）の玉城

教授（地球物理）の研究室に配属され，物理

実験・物理・地学などを担当した．大阪工業

大学は教養教育を重視していたので，一般教

育科のウエイトは高く，学内でも重きをおい

ていた．そのため，居心地は良かった．第Ⅱ

部（夜間）があったため，講義や実験の持ち

時間は週20時間を超えたが，研究費は当時と

しては良かった．

大阪工大で地すべりの研究が始まったの

は，佐々憲三先生が学長になられてからであ

る．佐々先生は地震学の大家であったが，火

山の研究を含めて，多方面で功績を挙げられ，

最後の研究テーマが地すべりであった．玉城

先生が佐々先生の門下であったので，研究室

のメンバー，玉城・川本・大場・岡本の諸氏

と私の５名に土木工学科の学生（数名から10

名程度）が卒業研究として加わり，地すべり

地の地下構造を把握するための弾性波探査を

実施した．

最初の調査地は高知県長者地すべりであ

り，調査用の機器が地震観測用であったため，

調査には苦労した．弾性波探査終了後，私は

地質調査を行ったが，地すべりは蛇紋岩に密

接に関連していることは分かったが，時間不

足もあって十分に解明できなかった．

地すべりと地質の関連を解明できたのは，

亀の瀬地すべりであった．1960年代の半ば頃

から，西側の清水谷地区で表層に変動が認め

れ盤構造を呈する結果が得られた．同様の手

法を，神戸市北方の三田盆地における神戸層

群の地すべりに関して詳細な解析を行い，同

様の結果を得たので，岩相・地質構造を地す

べりの地質規制の要因とした．

その頃，地質学会で「斜面崩壊」と題する

ポスターセッションが開催され，藤田至則・

三梨昂両先生から，このセッションの成果を

基に地質学論集の編集を薦められた．これを

受けて，地質学論集28号を出版した．1000部

印刷したが，たちまち完売となって増刷した

が，これも売り切れとなって絶版となった．

その後，地学ワンポイントシリーズ（共立出

版）の１冊として，「地すべり―山地災害の

地質学」を執筆した（1990年刊行）．

1978年に，地すべり学会は，小出に
よる地すべりの三大分類に替わる新しい分類

法を編み出すことを目的に地質分類委員会を

組織し，その一員に加わった．大八木・黒

田・中村（三郎）・古谷などの諸氏のほか，

故羽田野さんが主なメンバーであった．当時，

地すべりの研究でリードしていた方々と議論

の場を与えられたことは，この委員会は10年

以上続いたので，私にとって得るところが大

きく，研究面にとって充実した時代であった．

また．京都大学防災研究所山地災害部門の

奥田節夫教授のゼミに参加した．毎週木曜の

ゼミは誰が参加してもよく，自由に議論でき

る場があった．この時，歴史災害の研究で，

Geologist物語Geologist物語
地質学と出会った頃/印象に残っている調査，研究/影響を受けた論文，書籍，講議，研究者

/現在では観察できなくなった露頭/今だからはなせる裏話/など

斜面変動と災害
名誉会員　藤田　崇

写真２　1995年兵庫県南部地震で発生した仁川地すべり

（阪神水道企業団の施設のある場所（盛土）が崩壊・流動化

した．斜面下部の人家を直撃し，34名の方が亡くなった）

写真１　亀の瀬地すべり全景（1982年撮影）

（地すべり対策工として，深礎工や滑落崖付

近の土砂を切土していた）
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面変動の研究をしながら，災害そのものの研

究はしていなかった．そのことを思い知った

のは，1995年の神戸の地震の経験である．地

震後，日本応用地質学会関西支部は関西地質

調査業協会と協議して，両者合同の調査団を

結成することにした．「地質」と名の付く学

会で災害調査を行ったのは初めてであろう．

当時，私は日本応用地質学会関西支部長で

あったが，調査地の割り振りなどの実

務は大阪市大の三田村さんにお願いし

た．調査後の結果報告会は，熱気あふ

るるものだった．日本地質学会でこの

地震災害を取り上げたのは，「環境地

質学シンポジウム」であった．

自然災害といえば，誘因が降雨とか

地震のように，人間では防ぎきれない

現象で起きるのだから，そのような災

害は防げないというような風潮が感じ

られる．しかし，人間の活動が自然に

与える影響は大きく，無視できない．

社会のインフラ整備は進めねばならな

いが，一方では自然破壊に通じるとい

う点を認識しなければならない．自然

は独自のシステムを持つ．このシステ

ムに対応した適切な対応をすれば，自

然は穏やかに変化するが，不適切であ

れば，自然は破壊的な変化をして災害

を起こす．例えば，土石流災害の大部

分は，植林した針葉樹林が発生要因の

一つになっており，広葉樹林であれば

災害にならなかった可能性が高い．

1991年に，楡井（当時千葉県）さん

から「第1回環境地質学シンポジウム」

における論文発表の依頼があった．環

境問題を地質汚染や大気汚染などをは

じめ，災害にもたらす自然の破壊現象

や自然環境の保全など，広範な環境問

題を対象としていた．それ以後もおお

むね毎年参加し，有意義な発表や討論に接し

たことは，貴重な体験となった．ますますの

発展を祈念する次第である．

会の委員会とは異なった雰囲気を有する新鮮

な委員会であった．

2000年に，委員会活動の前半の成果である

「斜面地質学」を刊行した．編集作業を急い

だために誤植など不備があるが，今なお，第

一級の内容を有している．残念なのは，学会

の出版物のため，絶版となって入手できない

ことである．後半のハザードマップは，災害

に関する研究が十分ではなかったこともあっ

て３年で打ち切った．2001年に，「斜面ハ

ザードマップの現状と課題」と題するシンポ

ジウムを開催し，委員会の活動報告とした．

現在，この委員会の中心メンバーが日本地質

学会応用地質部会で活躍されている．

どうしても忘れられぬことがある．2000年

の春，斜面地質学が刊行されて間もなく，田

中さんが急逝された．訃報に接したときは信

じられず，ただ茫然とするのみであった．彼

の存在は，私の研究に対する考えを新たにし，

貴重な人材であった．

我が国は災害多発国でありながら，

災害の研究はそれほど進んでいない．私も斜

十津川水害の共同研究を行った．また，1984

年の長野県西部地震によって御岳伝上川に大

規模崩壊（山体崩壊）が発生し，これも共同

研究を行った．おかげで単独では到底できな

いような調査・研究ができたことは幸運とい

わざるを得ない．

私の郷里（益田・浜田）は豊かな自然に恵

まれていたが，1983年に山陰豪雨災害が発生

した．島根大学の三梨・山内両氏の招

きで現地調査を共に行うことができた

が，郷里の惨憺たる光景に言葉が出な

かった．災害の発生が豊かな自然環境

を破壊したのである．後年，ハザード

マップに取り組む契機となった．

IGCが京都で開催された1992年の

春，恒例の地すべり学会関西支部の総

会・シンポジウムが大阪で行われた．

この時，防災科学技術研究所の田中耕

平さんが講師の一人として招かれた．

懇親会の席上で，地すべり学会の研究

委員会の話題が出た際に，田中さんが

私に言った．

「あなた方の年代の人たちは恵まれ

ている．このような研究委員会で，情

報交換をしつつ，研究が進められてい

る．それに対して私たちの年代には何

もない．あなたがたは．我々の年代を

どのように考えているのか．」

確かに，次世代のことを考えねば研

究の発展はない．私は既に50歳代の後

半に入っていた．これから研究を続け

るにしても，せいぜい論文を何編が書

く程度であろう．研究の推進には若い

世代の力が必要で，そのような環境を

整えるのは私たちの責務と考えた．

田中さんが地質学・地形学の専門家

から成る研究委員会を目指しているこ

とが分かり，日本応用地質学会で委員

会を立ち上げることにした．それは，地すべ

り学会は既に同種の委員会があること，日本

地質学会には研究委員会制度がないことか

ら，日本応用地質学会に提案することにした．

委員の人選などは，すべて田中さんに一任し

た．

こうして，日本応用地質学会に1994年度か

ら６ヶ年計画で，前半の３年は斜面表層部を

構成する物質・構造・形状等，斜面の不安定

化要因と斜面変動発生との関連に関する地

形・地質学を背景とした諸問題を解明，後半

はハザードマップの研究を目的として，「斜

面地質に関する特別研究委員会」（略称：斜

面地質委員会）が設置された．田中さんが優

秀なメンバーを選んだおかげで，地すべり学

藤田　崇
（ふじた　たかし）

1935年生まれ

大阪市立大学理工学部地

学科卒．

1958年原子燃料公社（現

日本原子力研究開発機

構）入社

1963年大阪工業大学着任．
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写真３　兵庫県吉川町の氷上地すべり（1991年撮影）（三田

盆地の神戸層群地すべりで最大規模の地すべり）

写真４　奈良県西吉野村和田地すべり（1982年撮影）（1982

年に発生，付加体の知識を基に調査した最初の地すべり）



地電流観測に基づくギリシャ式地震予知法は，その創始者３
名（P. Varotsos, K. Alexopoulos, K. Nomicos）の頭文字をとっ
てVAN法と呼ばれている．VAN研究グループは，1984年にそ
の地震予知法を世界に公表して以来，現在までギリシャ国内の
観測網を維持し，観測と予知を続けてきた．この方法の概要と
予知の成果を紹介した長尾（2001）によると，予知が成功した
かどうかの判断基準を（1）震央の位置の誤差100km以下，（2）
マグニチュードの誤差0.7以下，（3）前兆検知の数時間後～
１ヶ月後に地震が発生，の３つの条件をすべて満たした場合と
すると，1984年から1998年までの15年間にギリシャで発生した
マグニチュード5.5以上の地震12個のうち，VAN法は８個の予
知に成功し，１個は一応予知できたものの基準から大きく外れ，
３個は予知できなかった．つまり地震数当たりの予知成功率は
２/３であった．また，予知情報を出した回数当たりの予知成
功率も２/３程度とのことである．
筆者は1995年に長尾年恭氏や河野芳輝氏とともにギリシャ国

内各地のVAN観測地点を訪問し，それらの地形・地質状況を
調査したことがある（石渡，1996）．我々が訪問した８ヶ所の
観測点の中には，地震前兆電磁気信号（SES）に対して感度が
良い地点と良くない地点があり，その違いが地形や地質と関係
しているかどうかを調べるのが筆者の現地調査の目的であっ
た．地質との対応関係ははっきりしなかったが，地形的には，
特に感度がよい２つの地点はいずれも内陸の大きな湖の近くに
あり，湖とその周囲の盆地下の帯水層の存在が電磁気信号を増
幅する役割をしているのかもしれないと考えた．筆者は地震や
地震予知の専門家ではないが，このような経験があるので，
VAN法には少なからぬ興味を持っている．最近，米国地球物
理連合（AGU）の連絡誌EOSでVAN法についての討論があっ
たのでここに紹介する．

Papadopoulos et al.（2009）によると，2008年はギリシャで
マグニチュード６以上の地震が6回発生し，近来になく地震活
動が盛んな年だった．Uyeda and Kamogawa（2008）は，こ
のうち２つの地震についてVAN法が予知に成功したこと，予
知の時間精度が向上したと述べた．それによると，２月14日に
ペロポネソス半島南方のイオニア海で起きた地震については，
Varotsosらが，１月14日に新しいSESを同半島西部のPirgosで
観測したこと，地震の発生が予想される地域は同半島西方から
南方にかけての約250km四方の地域であることを，２月１日に
データベース上に発表した．２月10日のギリシャの新聞は，こ
の地域で近くマグニチュード６程度の地震が発生するかもしれ
ないという記事を第１面に載せた．そしてその４日後に予想さ
れた地域内で予想された規模の地震が発生した．このUyeda
and Kamogowa（2008）の記事に対して，Papadopoulos（2010）
は反論を発表し，まず，この「予知」は「ギリシャ地震災害危
険度評価常設特別科学委員会」に報告されなかったので予知と
して認められないと述べた後，新聞記事には時間や規模につい
ての記述がなかったこと，２月４日にペロポネソス半島北部の
都市Patras付近で起きたマグニチュード５程度の２回の地震に
ついて，VANグループがこれらを予知したと新聞紙上で発表
していたこと（つまり，１月14日のSESは，２月４日と14日の
どちらの地震の前兆なのかわからないという疑問），２つ目の
成功例が示されていないことを述べて，予知は成功しておらず，
却って新聞報道による社会不安が起こったことを指摘し，最後
は「警察がウワサを広めた張本人を捜索している」という脅し
文句で結んでいる．これに対し，Uyeda and Kamogawa

（2010）の返答は，2008年２月４日のPatras地震の前兆のSES
は１月10日に記録されたていたこと，６月８日のPatras西方の
地震についても，VANグループの研究者が５月29日に予知情
報をデータベース上に出していたことを示して反論した．
VANグループの予知情報は米国コーネル大学のデータベース
上で発表されているという．

今回の討論から判断すると，既に25年以上の伝統があるギリ
シャのVAN地震予知法も，まだギリシャの学界や政府が広く
認めるところとはなっていないようである．地震から２年後の
今年になって，予知情報が事前に出されていたか，いなかった
かについて，国際的な学会誌で討論が行われるということ自体，
予知情報の配信システムがきちんとしていないことを示してい
る．VANの予知情報は「必要があれば政府機関および地方の
出先機関，軍隊，地方自治体の防災関係者に伝えられ，情報が
一般大衆に公表されることはほとんどない」（長尾，2001）は
ずなのに，今回はいきなり新聞の第１面で公表されてしまった
ことは，予知が「成功」だったとしても，VAN法のシステム
の危うさを示している．VAN法に関するこのような混乱はこ
れが初めてではなく，初期に外国の研究者にも予知情報を流し
ていたところ，当時のフランスの防災大臣（有名な火山学者，
故人）が「ギリシャで地震が発生するかもしれない」と発言し，
ギリシャ国内が大騒ぎになったことや，1995年の地震の予知情
報を政府が受け取っていたか，いなかったかで大問題となり，
防災担当大臣は当初「受け取っていない」と言っていたのに，
後で「秘書が止めていた」と訂正し，これを野党は倒閣の材料
に使ったこと，などがある（長尾，2001）．

日本では，地震予知に関して，まだ予知情報を出すところま
で研究が進んでいないが，火山噴火予知に関しては，有珠山の
2000年噴火の際に，噴火が切迫しているという情報を火山研究
者が公表し，それに応じて自治体の判断で噴火開始前に住民が
避難し，人的被害を出さずに済んだ例があるが，デマの流布や
避難拒否など多少の問題は発生した（北海道新聞社編, 2002）．
また，同じ2000年の三宅島噴火による全島避難は，解除が2005
年まで持ち越され，避難者の苦労と不安が長期間続いたことは
記憶に新しい．一方，昨2009年４月６日にイタリア中部のラ
クィラ（L’Aquila）で発生したマグニチュード6.3の地震では，
６万人以上が被災し300人以上の死者が出たが，この地震の
３ヶ月前から顕著な群発地震活動があったにも関わらず，地震
学者も参加していた災害対策委員会や防災当局が有効な地震情
報を出せなかったことに対して，過失致死罪または殺人罪を視
野に入れた刑事事件として捜査が行われており，これに対して
世界の関連学会が抗議するという事態になっている．この背景
には，現地のある技師がラドン観測データから本震の１ヶ月前
に大地震の発生を予知してインターネットで発表したが，「市
民の不安を煽る」という理由で地震発生前に当局によって発表
を削除され，警察に告発されたという事件がある．この技師は
昨年12月にAGUの学術大会で研究発表を行ったが，帰国後イ
タリア政府は彼に予知情報の公表を禁じたという（以上L’
Aquila地震関連の話はWikipedia英語版に基づく）．群発地震は
大地震につながることもあるが，そのまま終息してしまうこと
もあり，予知は難しい．

ギリシャでは，上述のように，既に四半世紀にわたるVAN
法の実践の中で，地震予知の成功と失敗，予知情報のリークと
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混乱などの社会的な経験が蓄積されており，今後はギリシャの
地震予知法を理学的に研究するだけでなく，社会科学的に研究
することも重要になると思う．法人化された地質学会が社会と
の関わりを深めて行けば，当然このような問題に直面すること
になるので，他人事ではない．例えば，日本の緊急地震速報シ
ステムは，減災効果は少ないかもしれないが，科学に対する市
民や行政の信頼を獲得する上で大きな心理的効果を挙げている
と思う．地震予知に限らず，斜面災害，地層処分，地質汚染，
地球温暖化など，本学会が関わる様々な問題について，専門の
人はあきらめずに粘り強く研究を進め，専門外の人も関心を持
ち，基礎知識を社会に普及し，研究成果を社会に還元する活動
を，学会全体として地道に行っていくことが求められている．
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地震・津波堆積物研究の最前線－防災への貢献を
目指して
後藤和久，藤原　治，藤野滋弘

1. Preface

Kazuhisa Goto, Osamu Fujiwara and Shigehiro Fujino

序文

後藤和久，藤原　治，藤野滋弘

地震，津波が多発する日本では，昔から海岸工学者や地質学者に

よって活発に研究が行われている．しかし，未だに両者の研究の隔

たりは大きく，津波堆積物などの地質学的痕跡をどのように防災に

生かすか，十分な検討がなされていない．そのような中，2008年に

行われた日本地質学会第115年学術大会（秋田）でのシンポジウム

「地震・津波堆積物研究の最先端と防災への貢献」が開催された．

本特集号では，海岸工学などの手法を用いることで，地質学的痕跡

をどのように防災に活用していくかに注目し，このシンポジウムで

発表された６編の論文を収録した．

2. Millennium-scale recurrent uplift inferred from beach

deposits bordering the eastern Nankai Trough, Omaezaki

area, central Japan

Osamu Fujiwara, Kazuomi Hirakawa, Toshiaki Irizuki, Shiro

Hasegawa, Yoshitaka Hase, Jun-ichi Uchida and Kohei Abe

南海トラフ東部の御前崎周辺の海浜堆積物から推定される1000年

スケールで繰り返す隆起イベント

藤原　治，平川一臣，入月俊明，長谷川四郎，長谷義隆，内田淳一，

阿部恒平

御前崎の南西岸には駿河湾西岸から遠州灘沿岸の他の地域と異な

り，明瞭な４段の完新世海成段丘が分布する．

ボーリング調査の結果，下位の３段の段丘についてビーチ堆積物

の上限（旧海面高度）と離水年代を推定できた．これらの段丘は

3020－2880BC頃，370－190BCよりやや前，1300－1370ADよりや

や前，に発生した３回の地震隆起を記録している．１回当たりの隆

起量（地震間の沈降を差し引いた残存量）は1.6－2.8mと推定され

る．このような局地的・永久的な隆起の蓄積は，既存の安政東海地

震の断層モデルでは説明できず，プレート境界のメガスラストから

分岐する高角逆断層の動きが関係している可能性が高い．

Key Words : beach deposits, marine terrace, Nankai Trough,

Omaezaki, paleoearthquake, uplift

3. Detailed measurements of thickness and grain size of a

widespread onshore tsunami deposit in Phang-nga Province,

southwestern Thailand

Shigehiro Fujino, Hajime Naruse, Dan Matsumoto, Norihiko

Sakakura, Apichart Suphawajruksakul and Thanawat

Jarupongsakul

タイ南西部パンガー県における陸上津波堆積物の詳細な粒度・層厚

平面分布

藤 野 滋 弘 ， 成 瀬 　 元 ， 松 本 弾 ， 坂 倉 範 彦 ， Apichart

Suphawajruksakul，Thanawat Jarupongsakul

陸上に残された津波堆積物の粒度・層厚の巨視的な特徴を明らか

にした．流向に平行な測線上で2004年インド洋津波の堆積物の粒度

と層厚を測定したところ，内陸への細粒化傾向，薄層化傾向が認め

られた．局所的に地表が侵食されることによって津波堆積物は一部

Vol.19, Issue 3
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で粗粒化するものの，全体的には内陸へ向かって細粒化する傾向を

示した．これは沿岸に浸入した津波が減速するにしたがって粗粒な

ものから順次堆積したことを反映している．津波堆積物の層厚は局

所的な地形の起伏によって変化しやすいものの，平坦な場所では内

陸へ向かって漸移的に薄くなる傾向を示した．内陸への薄層化傾向

は内陸ほど堆積物の供給量が少なくなることを反映していると考え

られる．

Key Words : grain size, Indian Ocean tsunami, Phang-nga,

sediment thickness, Thailand, tsunami deposit

4. Features and formation processes of multiple deposition

layers from the 2004 Indian Ocean Tsunami at Ban Nam

Kem, southern Thailand

Hajime Naruse, Shigehiro Fujino, Apichart Suphawajruksakul and

Thanawat Jarupongsakul

タイ南部 Ban Nam Kemで見つかった2004年インド洋津波堆積物

中の多重層理構造の特徴と形成プロセス

成瀬　元，藤野滋弘，Apichart Suphawajruksakul，Thanawat

Jarupongsakul

津波堆積物中の多重層理構造は，これまで沿岸域の地層からしば

しば報告されているが，その形成プロセスについては明らかになっ

ていないことが多い．そこで，本研究はタイ南部Ban Nam Kemで

見つかった2004年インド洋津波堆積物を調査し，多重層理構造の特

徴とその形成プロセスを明らかにした．調査した津波堆積物には４

つの内部層理構造が見られた．堆積構造の解析から，そのうち２つ

の層理構造は寄せ波，残りの２つは引き波による堆積物であること

が明らかになった．野外調査結果および津波の非対称な水理学的特

性を考慮し，本研究は多重層理を示す津波堆積物の形成プロセスの

模式的モデルを提案する．

Key Words : 2004 Indian Ocean Tsunami, grading, multiple

layers, oscillatory currents, terrestrial tsunami deposit, Thailand

5. Distribution of boulders at Miyara Bay of Ishigaki Island,

Japan: A flow characteristic indicator of tsunami and storm

waves

Kazuhisa Goto, Tetsuya Shinozaki, Koji Minoura, Kiyohiro Okada,

Daisuke Sugawara and Fumihiko Imamura

沖縄県石垣島宮良湾における巨礫分布を用いた古津波・高波の流況

復元

後藤和久，篠崎鉄哉，箕浦幸治，岡田清宏，菅原大助，今村文彦

本研究では，沖縄県石垣島宮良湾のリーフ上に堆積している巨礫

群のサイズ・空間分布を調べた．巨礫群は，最大633トンもの巨大

なリーフまたはサンゴ岩塊からなる．湾内の一部では，内陸方向に

向けて指数関数的に巨礫サイズが減少することで特徴づけられる，

巨礫群の海側分布限界が存在する．この限界線は，琉球列島におけ

る台風に伴う最大規模の高波または津波によって形成されたと考え

られる．一方，湾内に存在する巨礫のうちの68％は，この限界線よ

り内陸側に分布している．これらは，最大規模の高波でも説明でき

ないことから，津波により運搬され堆積したと考えられる．14C年

代測定値に基づくと，津波起源と認定される巨礫のうち少なくとも

69個は，1771年明和津波により打ち上げ，または再移動し，現在位

置に堆積したと考えられる．

Key Words : 1771 Meiwa tsunami, boulder, Ishigaki Island,

Miyara Bay, storm wave, tsunami

6. Sources and depositional processes of tsunami deposits:

Analysis using foraminiferal tests and hydrodynamic

verification

Jun-Ichi Uchida, Osamu Fujiwara, Shiro Hasegawa and Takanobu

Kamataki

津波堆積物の供給源及び堆積過程について～有孔虫殻を用いた分析

と水力学的検証から～

内田淳一，長谷川四郎，藤原　治，鎌滝孝信

津波堆積物中に含まれる有孔虫群集から津波の振幅及び周期を復

元するため，津波のパラメータを，堆積物の供給源における水深と

堆積物の運搬距離の関数として定式化した．この式を，これまでの

研究事例に適用し，津波の振幅及び周期を復元した．いくつかの例

で復元された津波のパラメータは現実の津波のパラメータとほぼ一

致するが，他の例では非現実的な大きな値となった．この原因とし

て，（1）海底谷などのローカルな地形による津波の増幅，（2）主と

して有孔虫の不正確な同定による，堆積物の供給源の水深及び運搬

距離の過大評価が考えられる．本論の成果は有史以前の津波の規模

の復元や，津波堆積物とストーム堆積物の区別に有用である．

Key Words : critical depth, foraminifera, sediment transport,

tsunami, tsunami deposits

7. Inundation flow velocity of tsunami on land

Hideo Matsutomi and Kensuke Okamoto

津波の氾濫流速

松冨英夫，岡本憲助

津波氾濫流速の推定は津波研究において重要な課題の一つであ

る．本研究では，先ず現地調査データに基づいて，氾濫流速uと氾

濫水深の関係を検討している．次に， （g：重

力加速度，hf：建物前面での浸水深，hr：建物背面での浸水深）と

定義された流速係数を実験的に検討し，実際的なものとして0.6を

提案している．さらに，代表的な構造物模型周りの水際線（津波痕

跡線）分布を実験的に検討し，現地調査結果と調和的であることを

示している．そして，これらの検討結果に基づいて，実際的な氾濫

流速推定式を提案している．この提案式から推定される氾濫流速は，

現在開発されている津波砂移動モデルの照査に有用と考えられる．

Key Words : field survey, hydraulic experiments, inundation flow

velocity, tsunami

通常論文
1. Subhorizontal tectonic framework of the Horoman

peridotite complex and enveloping crustal rocks, south-

central Hokkaido, Japan

Hiroshi Yamamoto, Natsumi Nakamori, Masaru Terabayashi,

Hafiz Ur Rehman, Masahiro Ishikawa, Yoshiyuki Kaneko and

Takashi Matsui

北海道中央南部の幌満かんらん岩体と周囲の地殻起源岩石が構成す

る水平的な地質構造

山本啓司，中森夏美，寺林　優，Hafiz Ur Rehman，石川正広，金

子慶之，松井　隆

北海道の幌満かんらん岩体とその周囲に分布する岩石との境界を

CV = u 2g (hf－hr)
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追跡して幌満地域の地質構造を明らかにした．幌満かんらん岩体は

厚さ約1200mの板状の地質体であり，全体として東に緩く傾斜して

いる．幌満かんらん岩体の下位は白亜紀－古第三紀の付加コンプ

レックスからなり，かんらん岩との境界付近の堆積岩層に発達する

リーデル剪断面は上位側が西に衝上する変位を示す．幌満かんらん

岩体は，片麻岩類と貫入岩類からなる日高変成岩類に覆われている．

かんらん岩体と変成岩類の境界面はドーム状である．境界面近傍に

分布する剪断変形を受けた片麻岩類の微細構造は，上位側が東にず

れる正断層型の変位を示す．これらの観察内容と既報の研究成果を

総合すると，幌満かんらん岩体はアジア縁辺部（東北日本）と日高

地殻ブロックとの衝突の際にアジア縁辺部の上に定置したものと考

えられる．

Key Words : emplacement, Hokkaido, Horoman, peridotite,

structure

2. Evolution of Mount Fuji, Japan: Inference from drilling

into the subaerial oldest volcano, pre-Komitake

Mitsuhiro Yoshimoto, Toshitsugu Fujii, Takayuki Kaneko,

Atsushi Yasuda, Setsuya Nakada and Akikazu Matsumoto

富士山の火山発達史：埋没した先小御岳火山掘削からの検討

吉本充宏，藤井敏嗣，金子隆之，安田　敦，中田節也，松本哲一

富士山北東斜面での山体掘削の結果，玄武岩質の岩石を主体とす

る富士山火山や先小御岳火山の下位に，普通角閃石を含むデイサイ

トから安山岩質の岩石を特徴的に含む先小御岳火山が存在すること

が明らかとなった．先小御岳火山の活動年代は，K-Ar年代測定の

結果，260ka-160kaと推定される．その活動は，穏やかな溶岩流噴

火から始まり，玄武岩質安山岩からデイサイトの爆発的噴火へ推移

した．その後，短い休止期を挟み，約100kaまで溶岩流主体の小御

岳火山が活動，再び，短い休止期を挟んで爆発的な富士火山の活動

に移行した．３火山の長期噴出率は，３km3/ka以上の富士火山に

対し，先小御岳火山や小御岳火山はかなり小さい．また，富士火山

の全岩化学組成はSiO2量の変化に乏しいのに対し液相濃集元素が大

きく変化する．一方，先小御岳火山は伊豆―ボニン弧の火山と同様

にSiO2量の増加と共に液相濃集元素が増加する組成変化を持つ．こ

れらの火山活動の変化は，150kaごろのこの周辺地域のテクトニク

スの変化によって引き起こされた可能性が高い．

Key Words : basalt, drilling core, eruptive history, Fuji Volcano,

hornblende dacite, Komitake Volcano, pre-Komitake Volcano

3. Temporal variations in channel patterns and facies

architecture in a gravelly fluvial system: The Paleogene

Iwaki Formation on the Joban Coalfield, a forearc basin in

Northeast Japan

Kenichiro Shibata, Makoto Ito, Nagayuki Nemoto and Sakae

O’hara

礫質河川システムの流路形態と堆積相構成の時間的変化：常磐炭田

古第三系石城層

柴田健一郎，伊藤　慎，根本修行，大原　隆

福島県常磐炭田地域に分布する古第三系白水層群石城層を例とし

て，前弧域で形成された礫質河川システムのシーケンス層序学的特

徴を検討した．礫質河川堆積物の三次元的な堆積形態や構成堆積相

の累重様式などの特徴と，常磐沖に分布する古第三紀浅海堆積物や

周辺地域の同時代の地層との比較検討に基づくと，石城層の礫質河

川堆積物は３サイクルの小規模な相対的海水準の上昇にともなった

一連の相対的海水準の上昇に対応して形成されたと解釈される．礫

質河川堆積物は癒着した河川流路堆積物とバー堆積物で主に構成さ

れ，それらの形態的特徴や累重様式には顕著な時空的変化は認めら

れない．一方，礫質河川堆積物全体や，それを構成する３サイクル

の河川流路堆積物複合体には明瞭な上方細粒化サイクルが認めら

れ，従来の河川システムのシーケンス層序モデルの特徴と一致する．

従って，石城層の礫質河川システムは，スタンダードなシーケンス

層序モデルにおける１つのバリエーションを示すと考えられる．こ

のようなバリエーションは，急勾配，短流路，粗粒堆積物の多量な

供給など，前弧域で形成される河川システムの特徴を反映している

可能性が考えられる．

Key Words : forearc basin, gravelly fluvial deposits, nonmarine

sequence stratigraphy, Northeast Japan, Paleogene

4. SHRIMP U-Pb zircon chronology of ultrahigh-temperature

spinel ―orthopyroxene ―garnet granulite from South Altay

orogenic belt, northwestern China

Zilong Li, Yinqi Li, Hanlin Chen, M. Santosh, Wenjiao Xiao and

Huihui Wang

中国北西部，南アルタイ造山帯から産出したスピネル―斜方輝石―

ざくろ石超高温グラニュライトのSHRIMP U-Pb ジルコン年代

中国北西部，南アルタイ造山帯から産出したスピネル-斜方輝石ﾑ

ざくろ石超高温グラニュライトの特徴的な鉱物組合せ，鉱物組成，

ジルコンSHRIMP U-Pb年代について調べた．アルタイ造山帯は古

生代に形成されたシベリアプレートとカザフスタン－ジュンガルプ

レートとの間に発達した付加体である．本研究で解析した超高温変

成岩は，スピネル＋石英の共生と減圧時に生じた斜方輝石，スピネ

ル，珪線石，菫青石からなる連晶等のピーク変成作用時および後退

変成作用時の鉱物組合せおよび微細構造を残している．石英と共生

するスピネルは低いZnO量をもち，斜方輝石はAlに富み，Al2O3量

を最大で9.3wt%含む．変成作用のピーク温度は950℃以上で，超高

温変成作用の条件を満たしており，変成岩類は時計回りの温度－圧

力経路を経て上昇した．超高温変成岩に含まれるジルコンは累帯構

造を示し，残留ジルコンからなる核部と変成作用で形成され縁部を

もつ．核部は499±８Ma（７点）と855 Ma（２点）のバイモーダ

ルな年代を示し，丸みを帯びた砕屑性のジルコンは490－500 Maの

年代をもつ．グラニュライトは，ジルコンのU-Pb閉止温度を越え

る900℃以上の温度条件で形成されていることから，大勢を占める

499±８Maの年代は，大陸縁における約500Maの火成岩区から供給

されたジルコンとともに，原岩の形成年代を示していると解釈でき

る．超高圧変成岩類は，古アジア海の北方への沈み込みとそれに伴

うシベリアプレートとカザフスタン－ジュンガルプレートの付加－

衝突テクトニクスに密接に関係して形成され，その後，減圧により

急速に上昇した．

Key Words : mineral reaction, zircon SHRIMP U-Pb age dating,

tectonometamorphic evolution, ultrahigh-temperature granulite,

South Altay orogenic belt

5. Stratigraphy of the mid- to upper-Cretaceous System in the

Aridagawa area, Wakayama, Southwest Japan

Akihiro Misaki and Haruyoshi Maeda

和歌山県有田川地域の“中部”～上部白亜系層序

御前明洋，前田晴良

日本地質学会News 13（９） 15



和歌山県有田川地域の矢熊池周辺に分布する白亜系の層序学的研

究を行った．産出する大型化石から，断層で区切られたブロックの

一つにはAlbian階中部～上部が，他のブロックにはTuronian階中

部～Santonian階が分布することがわかった．Albianの堆積物は，

豊富な遊泳生物とは対照的に底生生物をほとんど含まず，また，生

物撹拌が弱く葉理の発達した泥岩が卓越する．これは貧～無酸素環

境下での堆積を意味し，海洋無酸素事件の影響が示唆される．四国

でも同様の堆積物が知られており，世界的な環境変動の影響を直接

受ける広大な堆積盆が秩父帯上に存在したと思われる．調査地域の

上部白亜系は，四国で報告されたもの同様その層厚が極端に薄く，

白亜紀後期の前半にはこの堆積盆の堆積速度が非常に遅かったと推

定される．

Key Words : Albian, ammonoids, Aridagawa, benthos,

bioturbation, Chichibu Belt, Cretaceous, Oceanic Anoxic Events

(OAEs), Southwest Japan, Wakayama

6. Parentage of low-grade metasediments in the Sanbagawa

belt, eastern Shikoku, Southwest Japan, and its geotectonic

implications

Kazuo Kiminami

四国東部三波川帯の低度変成堆積岩の原岩層とその地体構造上の意

義

君波和雄

四国東部の穴吹地域と神山地域の三波川帯低変成度部（緑泥石帯）

は，岩相や地質構造から北部と南部に分けられる．砂質片岩と泥質

片岩の全岩化学組成の特徴は，北部と南部がそれぞれ四万十帯北帯

のKS-Ⅱユニット（コニアシアン-カンパニアン）とKS-Ⅰユニット

（後期アルビアン-前期コニアシアン）の変成深部相であることを示

唆する．三波川帯の原岩層の年代を考慮すると，三波川変成帯・北

部から北部秩父帯南部に向かって堆積年代は大局的に古くなる．一

方，三波川帯および北部秩父帯に含まれる級化した砂質片岩・砂岩

は，多くが南上位を示す．これらのデータは，四国東部の三波川変

成帯～北部秩父帯の層理・片理が何らかの造構運動により北傾斜か

ら南傾斜に転換した可能性を示唆する．北に若くなる年代極性や地

質構造，すでに報告されているビトリナイト反射率などから，北部

秩父帯は三波川変成帯の上載層をなしていたと推定される．

Key Words : Chichibu belt, geochemistry, geotectonics,

Sanbagawa belt, Shikoku, Shimanto belt

7. Influence of shear angle on hangingwall deformation

during tectonic inversion

Yasuhiro Yamada and Ken McClay

インバージョン背斜構造の形態における単純せん断方向の影響

山田泰広，Ken McClay

応力場の転換に伴って正断層が逆断層として再活動するときに形

成される背斜構造の形態は，上盤せん断変形の方向（せん断角）と

断層形状によって支配される．本論では，バランスドクロスセク

ション法を応用した数値シミュレーションを行って，せん断角の変

化に伴う変形形態の影響について検討し，モデル実験結果などと比

較した．その結果，背斜構造の最終的な形態や変形同時堆積物の層

厚変化，断層変位量などは伸張時と圧縮時の両方のせん断角によっ

て支配されること，一般に応力場の転換に伴ってせん断角が低角化

すること，この低角化に伴って深部で正断層・浅部で逆断層という

変位パターンを持つ断層が形成されることなどが明らかになった．

Key Words : hangingwall deformation, inclined simple shear,

numerical simulation, tectonic inversion
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2010年年会（福井）開催報告

2010年７月24日（土），25日（日）に地質学会中部支部2010
年年会が福井県立恐竜博物館（福井県勝山市）を会場に下記の
通り開催されました．

個人講演
24日には，個人講演が行われ

ました．７件の口頭発表と４件
のポスター発表があり，午前中
の口頭発表では，約30名の参加
者を前に，分野的にも時代的に
も多岐にわたる講演が行われま
した．午後のシンポジウム後に
ポスターセッション・コアタイ
ムを設け，活発に議論が交わさ
れていました．

総会
午前の個人講演ののち，総会

が開催されました．支部会員718
名（定足数36名）に対し，27名
の参加と62名の委任状を受けて
総会は成立しました．2009年の
会計報告と2010年の予算が承認
されました．また2010年の支部
長に信州大学の原山　智氏が再
選され，支部の新体制も承認さ
れました．

シンポジウム「ジオパークと野
外現場を生かした教育普及活動」
（勝山市ジオパーク推進協議会共
催）
恐竜化石発掘現場を含む福井県勝山市が2009年10月に日本ジ

オパークの一つに「恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク」として認
定されたことを受け，表題のシンポジウムを企画しました．産
総研フェローの加藤碵一先生による基調講演，中国の恐竜研究
の第一人者である董枝明教授による中国のDino-parkのご紹介
をはじめ，糸魚川ジオパーク，福井のジオパーク，富山市の事

例など，あわせて７件の貴重な講演をいただきました．参加者
は約30名で，熱い議論が交わされましたが，時間が押して，総
合討論が十分にできなかったことが反省されます．

懇親会
ポスターセッション・コアタイムののち，勝山ニューホテ

ル・スカイラウンジで懇親会が開かれました（23名の参加）．

地質巡検（案内者：東　洋一，野田芳和，宮田和周）
「恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク」のメインテーマである

「恐竜，恐竜化石」の中核をなす，勝山市北谷の恐竜化石発掘
現場で，地層見学ならびに化石発掘を行いました．17名の参加

者は，手取層群赤岩亜層群北谷
層が露出する壁面で，フクイサ
ウルスやフクイラプトル，この
６月に発表されたフクイティタ
ンの産出状況や地層の様子の説
明を受けた後，昨年発掘され，
この7月に始まった2010年の発掘
で拡大された恐竜などの足跡化
石面を観察しました．その後，
恐竜化石を含む岩石を割ってい
く発掘作業を行いました．恐竜
化石が産出する層準とは言え，
骨よりも貝化石や植物化石が多
産する地層です．参加者は，化
石発掘や露頭観察，足跡化石観
察など，各自興味の赴くまま，
３時間にわたって発掘現場を堪
能されたようでした．2010年は
福井県の第３次恐竜化石発掘調
査の最終発掘の年でもあり，参
加者には貴重な体験ができたも
のと自負しております．

最後に，福井での年会に多く
の参加者を得，かくも盛大に開
催できたことを，原山支部長を
はじめ，支部会員の皆様に厚く

お礼申しあげます．また，シンポジウムに快く参加していただ
きました，加藤先生，董先生，勝山市の橋脇企画財政部長には，
ここにあらためてお礼申し上げます．
この福井での年会で，中部支部開設後，９県すべてを回った

ことになります．2011年は，愛知県で開催される予定です．
（東　洋一，後藤道治，佐野晋一，野田芳和，宮田和周，矢部　淳）
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支部コーナー

☆中部支部
報告

写真（上）足跡化石面の観察．（下）巡検参加者集合写真．



日本地質学会News 13（９）18

Project.A（Pro A）とは清川（九大）・伊藤（茨城大）・池原
（高知大）・山口（東邦大）をメンバーとして，様々な地球科学
の分野の方々や若手研究者・大学院生・学部生を集めた，年に
一度の気軽な雰囲気で知識を高められる巡検込みの研究集会で
ある．全国各地の大学や研究所の研究者たちが一堂に会し，互
いに交流を持つとともに地球科学に対する最新の理解をより深
めることを目標としている．学生にとっても研究の最前線に触
れることのできる貴重な機会であり，次世代の若者たちに対す
る教育的意義も大きい．今年，
その舞台となったのは，伊豆大
島．静岡県伊豆半島の南東25キ
ロに位置し，伊豆諸島最大の規
模を誇るこの島は，水深およそ
300メートルからそびえる海底火
山の上部であり，中央には島の
シンボルともいえる活火山三原
山を有する．有史以来あまたの
噴火が繰り返されてきた日本一
アクティブなこの島で，平成22年
３月４日から同７日まで開催され
たProject.Ａを我々学生の視点か
ら報告する．今回は，初の関東開
催ということで，東邦大学，茨城
大，東大海洋研，早稲田大学から
フレッシュな若者が多く参加して
会を盛り上げた．遠方からは，
我々九大と高知大から集まった．
夜の10時にそれぞれ大学から
リュックを担いで集まってきた
面々に，初めて参加の我々は緊張
の面持ちであった．
今回は，スペシャルゲストと

して，神奈川県温泉地学研究所
地質部門の主任研究員の萬年
（フルネーム）博士を巡検案内人
としてお招きした．先生は大島
火山の噴煙に関して博士論文を
書かれたとのことで，こよなく伊豆大島を愛しているとのこと
であった．会場は椿ホテルにて行われ，ホテルのご厚意により
期間中別館を貸し切りで使わせていただいた．今後の地球科学
をになう若者のために親身になって協力していただけた．

３/４（１日目）
フェリーは低気圧の影響でかなり揺れたが，どうにか岡田港

に到着し，会場のある元町地区に移動した．ホテルでは24時間
入れる露天風呂が準備されており，船酔いでボーとした体をリ
フレッシュさせてから，ミーテングに突入できた．今大会は参
加者総勢24名によるプレゼンテーションと伊豆大島巡検の2部
構成である．初日のこの日は地質に対する理解を深めることを
目的とした発表会が行われた．

発表のテーマはそれぞれの個人に任されているため，プレゼ
ンテーションの内容は多岐に渡る．20億年前の環境の復元につ
いての話や南極圏における気候シフトの話などといった古今の
地球環境に関するものや，相模湾や沖縄トラフなどといった現
在の地球の構造に関する話など，非常に興味深い内容が並んで
いた．池原先生の南極物語，山口先生の研究室改造報告など楽
しかった．茨城大M１の宮本さんの話は，イギリス，オースト
ラリア，ニュージーランド，日本の４国の理科の教科書を比
較・検討するというものであり，大変興味深かった．シニアの
参加者は，昨今の学生の理科離れについて白熱した議論を展開
していた．
私も文献を読んで身に付けたKT境界についての話を，拙い

ながらも発表させていただいた．たくさんの研究者を前にして
発表できたことは私にとって非常によい経験となった．今回は，
早稲田大学大学院で科学ジャーナリズムを専攻する矢部さん，
東邦大からは化学科の元気のいい７人の学部生の方々が参加し
て，それぞれ自分の目指す話をテンポよく話していただいた．

３/５（２日目）
２日目は，伊豆大島の様々な

露頭や地形を観察しながら学ぶ
巡検の日である．萬年先生の巡
検案内を伺ったあとに，車で巡
検に出発した．向かった先は溶
岩流が流れ下った痕跡を残す露
頭や，目の前にあるバス停の名
前が“地層前”という巨大な地
層切断面露頭，火口湖（マール）
が港になっている波浮港，堅い
火道だけが浸食に耐えて残り海
上にそそりたつ筆島，そして有
名な三原山とその割れ目噴火の
痕である．
最初に島の南西部にある溶岩

流の流れ下った痕跡を観察した．
86年の溶岩流の堆積物は２メー
トルほどの厚さで堆積している．
表面にはクリンカーと呼ばれる
ごつごつとした突起がある．こ
の突起を手がかりに上部に上が
ると幅30メートルほどの溶岩の
流れが山の斜面から続く，その
全貌が見える．その異様な光景
に歓声が上がった．これが実際
に流れてきたのかと思うと生々
しい．

続いて地層前バス停に着くと，垂直に切り立った崖にダイナ
ミックにゆがんだ地層が目の前に現れた．褶曲のようにも見え
るこれは，堆積前からあった起伏のある地形を反映していると
いうことである．これは以前理科の教科書に褶曲として誤って
載ったことがあるという因縁の地ということである．私自身，
教えてもらっていなかったら褶曲と誤認してしまっていたかも
しれない．興味深い露頭である．
マールの波浮港は，９世紀の噴火の際に起こった水蒸気爆発

の跡だそうである．それを人間が利用して港にしたらしい．一
行は100メートルほど上にある道路からしげしげと眺めて，そ
の爆発の規模などを考察し討論を交わした．
筆島は，まさに自然の造形美と呼ぶのにふさわしい．陸から

離れた海の中から，まるで筆の毛の部分のような形をした岩が

院生コーナー

（上）三原山展望台にて・（下）レトロな離れでのミーテン

グ（幕はシーツ）

九州大学理学部地球惑星科学科４年
寺司周平・上芝卓也

報告
プロジェクトＡ

春期ミーテング in 伊豆大島



にょっきり空に向かって突き上げている．周囲の岩石よりも比
較的堅い火道が風化に耐えて残ったものである．成因の興味深
さもさることながら，その男性的な美しさに参加者はため息を
もらしていた．
風の強い筆島海岸を後にして，一行は三原山に向かった．中

央火口丘は，下から上まで溶岩の造形ばかりである．あちらこ
ちらで解釈の議論に花が咲く．やがて山頂にある，直径300
メートル深さ200メートル以上の切り立った竪坑状の火口に到
着する．吹きすさぶ海からの“暴風”とあいまって，皆のボル
テージは一気に上がり，ここでの議論はいつまでも続きそうに
思えるほど盛り上がった．
最後に96年に噴火したと

いう割れ目火口の痕に向
かった．舗装路のコンク
リートを裂き100mあまり
続く割れ目は盛り上がり，
ところどころに大きな穴が
見られた．この火口ととも
に，参加者が熱心に観察す
る様子も印象的であった．
（寺司）

３/６（３日目）
昨日とは違い大雨であ

る．このため今日の野外の
巡検は中止になった．午前
中は，再び萬年先生の研究
所のある箱根について講演があった．箱根火山はプレートの三
重点近くで起こったカルデラ火山で，6000万年前から活動が起
こっているとのこと．カルデラといえば阿蘇を思い出すが，箱
根はあまりカルデラらしくないと思っていたが，プレート運動
に支配され，断層で区切られた火山なのだと学んだ．伊藤先生
は，２つのトピックを話された，マンガンについての地球史変
遷史とニュージーランドの教育事情であった．なかなか地質学
を一般の人々に知ってもらうには，努力が必要だと感じた．
参加者の数名は本土で用事があり今日の午前中で帰らなけれ

ばならないので，ここでお別れとなる．使用する車が４台から
２台に減り寂しい感が強かった．
午後からは伊豆大島のさらなる勉強のため伊豆の火山博物館

を見学する．そこでは伊豆大島の火山の歴史からはじまり，火
山観測の方法・日本や世界の火山についても触れられていて大
変勉強になった．特にチョコレート細工のように固まった溶岩
や，大きな地層の断面がそのまま展示されていたことは凄いと
思った．これだけの資料をそろえた地方の博物館はなかなかな
く，専門家もうなる解説と本物を展示している博物館であると

感じた．見学の時間は十分にとられていたが，私を含む数名は
時間も忘れて見学してしまい，最後は館内放送で呼び出されて
しまった．
夜は再び講演会で，清川先生から，太古代／原生代の最近の

研究成果の紹介があった．太古代の代表的な地層について詳細
な層序規則などが解りつつあり，地層ユニットの繰り返しが当
時の地球の鼓動や環境変動を示しているとのこと．非常に不思
議でもあり神秘的だなと思った．入浴及び夕食後の夜のミー
ティングは，皆がリラックスして話を聴けるように工夫されて
いた．発表は，時間を忘れた先生の熱意の赴くまま続けられ，

太古代についての非常によ
い勉強になった．瞑想中の
先生もいらっしゃったが，
学生はみんなしっかりと聞
いていた．

３/７（４日目）
本年のPro Aは今日で終

了である．せっかく仲良く
なった人たちとの別れは名
残惜しいものである．元町
港まで行き，各自帰りの乗
船券を購入した．雨風のせ
いで非常に肌寒かったが，
名物の明日葉の鍋の炊き出
しが元町港で行われていた
のはありがたかった．

今回のシンポジウムを通して，同じ科学を学ぶ他大学の人た
ちと交流を深められたことは大変良かった．学生の参加費は３
泊食事付きで8000円で，いつでも入れる温泉付きの宿だったの
で，宿にはかなりご迷惑をかけたと思った．“先行投資ですよ”
と，女将さんに言っていただき，今後がんばって研究せねばと
感じた．他の学生や先生たちの様々な意見や考え，そして自分
の知らない世界などに触れ，自分の知識や経験が不足している
ということを実感した．来年も参加して，成長していきたいと
思う．来年のPro Aはニュージーランドの可能性があるとのこ
と，楽しみにしている． （上芝）
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地層断面に並んで

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下
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です．
b.honda@ruri.waseda.jp 本田豊也（早稲田大）
k1799462@kadai.jp 中谷大輔（鹿児島大）
miyakawa@earth.kumst.kyoto-u.ac.jp 宮川歩夢（京都大）



質分野）
10月14日（木）～15日（金）

場所　産総研つくば　中央第７及び西事業所

ラボツアー予約〆切：10月４日（月）まで

来場者登録〆切：10月12日（火）まで

http://www.aist-openlab.jp/

◯Techno-Ocean 2010
10月14日（木）～16日（土）

会場：神戸国際展示場（神戸・ポートアイラ

ンド）

日本地質学会　協賛

http://www.tecno-ocean2010.com

◯平成22年度東濃地科学センター地
層科学研究情報・意見交換会
10月19日（火）

場所：瑞浪市地域交流センター「ときわ」

（岐阜県瑞浪市）

http://www.jaea.go.jp/04/tono/index.htm

◯日本応用地質学会平成22年度研究
発表会
10月21日（木）～22日（金）

会場：島根県民会館松江市

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jseg/

月　November
◯東京大学大気海洋研究所柏地区研
究集会
南海トラフ海溝型巨大地震の新しい描像－

大局的構造と海底面変動の理解

11月１日（月）～２日（火）

会場：東京大学大気海洋研究所

http://www.aori.u-tokyo.ac.jp/

◯第36回リモートセンシングシンポ
ジウム
日本地質学会　協賛

11

2010.9～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

★印は，日本地質学会行事．

2010年
月　September

◯第19回地質汚染調査浄化シンポジ
ウム
イタイイタイ病からの土壌環境基準とは－健

康環境基準？・経済環境基準？土壌汚染問題

発祥地から問う－

共催：日本地質学会環境地質部会ほか

９月16日（木）

場所：富山国際会議場大手町フォーラム

E-mail office@npo-geopol.or.jp

◯日本温泉科学会第63回大会
９月13日（月）～16日（木）

会場：野沢温泉アリーナ国際会議場

問い合わせ：info@nozawa.jp

◯第60回東レ科学講演会
９月17日（金）

場所：有楽町朝日ホール

テーマ：進化と起源の謎

http://www.toray.co.jp/tsf/info/inf_006.html

★日本地質学会第117年学術大会
９月18日（土）～20日（月・祝）

会場：富山大学ほか

http://www.geosociety.jp

◯日本鉱物科学会2010年年会・総会
９月23日（木・祝）～25日（土）

会場：島根大学

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams3/

月　October
◯地球システム・地球進化
秋の学校 in 関西
10月９日（土）

場所：大阪大学豊中キャンパス理学部

http://quartz.ess.sci.osaka-u.ac.jp/̃earth21/

school/gakkou/gakkou.html

◯2010 土壌・地下水環境展
10月13日（水）～15日（金）

会場：東京ビッグサイト（東京国際展示場）

日本地質学会　協賛

http://www.nikkan.co.jp/eve/dojyo/index.h

tml

◯産総研オープンラボのご案内（地
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11月４日（木）～５日（金）

場所：防衛大学校　理工１号館３階

参加申込締切：2009年10月29日（金）

◯東海地震防災セミナー2010のお知
らせ
主催：東海地震防災研究会

11月11日（木）

会場：静岡商工会議所静岡事務所5階ホール

連絡先：Tel.:054-238-3240 Fax:054-238-3241

★第４回関東支部研究発表会：日本
地質学会関東支部2010年秋季シンポ
ジウム
11月20日（土）～21日（日）

テーマ：関東平野の地下地質構造 と形成史

場所：日本大学文理学部３号館５階

http://kanto.geosociety.jp/

月　December
◯第26回ゼオライト研究発表会
日本地質学会　協賛

12月２日（木）～３日（金）

会場：タワーホール船堀

http://www.jaz-online.org/index.html

◯化学物質のリスク評価セミナー
－化学物質のこれからを知る－

12月17日（金）

場所：自動車会館大会議室（東京都千代田区）

http://www.jswe.or.jp/

2011年
月　January

◯第35回フィッション・トラック研
究会
2011年１月７日（金）～８日（土）

場所：ホテル然林房（京都市北区）

連絡先：岩野英樹<iwanov@rock.odn.ne.jp>
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表紙紹介

撮影場所：中国新疆ウイグル自治区庫車県天山神秘大渓谷
審査委員長講評：新疆ウイグル自治区は，中国北西部にある乾燥地域です．写真
は，クチャ（庫車）郊外の大峡谷を撮影したものです．このような高さ数百ｍに
も達する狭い大峡谷は，一部にしか太陽光があたらずに残りは影となるため，撮
影の非常に難しい場所です．作者は縦位置に構えて峡谷の高さを，的確な露出で
峡谷の奥行きを，下端の人物によって峡谷の大きさをうまく表現しています．ク
チャは三蔵法師玄奘が1600年前に訪れた場所，玄奘もこのような大峡谷を見たの
でしょうか．
地質解説：この渓谷は，タリム盆地を構成する小プレートが北方に移動・衝突し
た際に隆起してできた天山山脈の南端に位置します．この激しい隆起運動のため
に形成された山地が河川によって侵食され，このような深い渓谷が形成されまし
た．露出している岩石は漸新世後期のSuweiyi層と中新世前期のDijike層の赤色砂
岩泥岩互層です．

※この他の入賞作品は，学会ホームページ「地質フォト」に掲載されています．
http://www.geosociety.jp/faq/content0009.html

地底へ続く道：第1回惑星地球フォトコンテストIYPE名誉会長賞

写真：蓮村俊彰（東京都） 解説：山田泰広（京都大学工学研究科）
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